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　３月上旬に見頃を迎えた町特　３月上旬に見頃を迎えた町特
産野花梅の花。青空の下、白くき産野花梅の花。青空の下、白くき
れいに咲いた花びらからは、近づれいに咲いた花びらからは、近づ
く春の足音が聞こえてきました。く春の足音が聞こえてきました。
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■【特集】図書館に出掛けよう
■�高齢者肺炎球菌などの
　ワクチン接種費用を助成
■事業者支援制度
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特集特集

【問い合わせ】
町立図書館

（℡ 48-6012）
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魅力魅力
02 毎月異なる特集コーナー02毎月異なる特集コーナー

　 話 題 に な っ て い る 本　 話 題 に な っ て い る 本
や、毎月違うテーマでのや、毎月違うテーマでの
特集コーナーを設けてい特集コーナーを設けてい
ます。各館が趣向を凝らます。各館が趣向を凝ら
した内容で、皆さんの読した内容で、皆さんの読
書欲をかき立てます。書欲をかき立てます。

05 ４月から始まる読書通帳05４月から始まる読書通帳

　自分が借りた本の履歴を確認できる　自分が借りた本の履歴を確認できる
サービス「読書のきろく」が、町立図書サービス「読書のきろく」が、町立図書
館およびしおさいプラザとまりで４月か館およびしおさいプラザとまりで４月か
ら利用できます。銀行通帳のように今まら利用できます。銀行通帳のように今ま
で読んだ本の履歴が残るため、自分の読で読んだ本の履歴が残るため、自分の読
書記録としてもご活用いただけます。書記録としてもご活用いただけます。

03 小さな子どもも楽しめる絵本スペース03小さな子どもも楽しめる絵本スペース

04本棚の見出しにひと工夫04本棚の見出しにひと工夫

　館内には大きな窓があ　館内には大きな窓があ
り、外の景色を眺めながり、外の景色を眺めなが
ら読書を楽しめます。いら読書を楽しめます。い
つもとは違う景色を見なつもとは違う景色を見な
がら、ゆっくりと読書はがら、ゆっくりと読書は
いかがですか。いかがですか。

01 外の景色を見ながらゆっくり読書01外の景色を見ながらゆっくり読書

　親子で図書館を利用できるよ　親子で図書館を利用できるよ
う、豊富な種類の絵本が並ぶキッう、豊富な種類の絵本が並ぶキッ
ズスペースを設置しています。ズスペースを設置しています。
また乳幼児用のベッドも併設さまた乳幼児用のベッドも併設さ
れており、子ども連れでも気兼れており、子ども連れでも気兼
ねなくご利用いただけます。ねなくご利用いただけます。

　　各本棚の見出しに目を向けた各本棚の見出しに目を向けた
ことはありますか。見出しは、通ことはありますか。見出しは、通
常高い場所に小さな字で書かれ常高い場所に小さな字で書かれ
ていることが多いですが、町立図ていることが多いですが、町立図
書館では書道紙に大きな字で書書館では書道紙に大きな字で書
かれた見出しでご案内していまかれた見出しでご案内していま
す。遠くからでもよく見え、本をす。遠くからでもよく見え、本を
探す負担を軽減してくれます。探す負担を軽減してくれます。
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選書作業
　各館の貸し出し状況やリクエ
スト、話題の事柄などを考慮し
て新たに購入する本を決定する
作業です。週に一度発注してお
り「どんな本が人気か」「どの
分野の本が少ないか」などに気
を付けながら、本を選択します。

蔵書点検
　年に１回、館内にある本や資料
を専用の機械で読み取り、蔵書
データと照らし合わせてデータの
とおりそろっているかチェックす
る作業です。蔵書データにあって
も、機械では読み取っていない資
料は不明本として扱います。

相互貸借
　町内の図書館にない本を県　町内の図書館にない本を県
内の他の図書館から取り寄せ内の他の図書館から取り寄せ
たり、反対に町内の図書館にたり、反対に町内の図書館に
ある本を県内の他の図書館にある本を県内の他の図書館に
貸し出したりします。また県貸し出したりします。また県
内にない本については、県外内にない本については、県外
の図書館からも取り寄せます。の図書館からも取り寄せます。

レファレンス
　　ある情報を求めている人に対ある情報を求めている人に対
し、資料の提供などにより手助けし、資料の提供などにより手助け
を行うサービスです。「この病気を行うサービスです。「この病気
のことが知りたい」「歴史のこののことが知りたい」「歴史のこの
出来事について教えてほしい」と出来事について教えてほしい」と
いった質問に対して回答したり、いった質問に対して回答したり、
参考文献を紹介したりします。参考文献を紹介したりします。
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蔵書冊数
■総数＝ 14 万 727 冊
　総数のうち開架図書＝ 10 万 90 冊
　総数のうち児童図書＝６万 4472 冊

貸出冊数
■総数＝ 13 万 1645 冊 / 年
　うち児童書＝６万 147 冊 / 年

年間受入
図書冊数
■総数＝ 3758 冊 / 年
　うち購入冊数＝ 3145 冊 / 年

登録者数
■総数＝１万 2722 人
　うち児童＝ 1463 人
※登録者数は累計値です。

順位 図書名 著者名 貸し出し回数
１ 流浪の月 凪良ゆう 62
２ クスノキの番人 東野圭吾 55

２ ノラネコぐんだんカレーライス
（コドモエのえほん） 工藤ノリコ 55

４ 映画すみっコぐらし　
とびだす絵本とひみつのコ 俵ゆり 53

５ ドラえもん社会ワールド
世界の地理とくらし

藤子 ・F・
不二雄ほか 49

※集計期間は３月 12 日時点における直近１年間になります。

●図書貸し出しランキング

LibraryLibrary

分館分館羽合図書室羽合図書室
　　全国でも珍しい学校図書室と公全国でも珍しい学校図書室と公
立図書館が一体化した施設。▽床立図書館が一体化した施設。▽床
暖房整備済み▽本棚の高さが統一暖房整備済み▽本棚の高さが統一
されている―など利用者に優しいされている―など利用者に優しい
建物となっています。建物となっています。
■■場所（問い合わせ）場所（問い合わせ）
　はわい長瀬 535 番地（℡ 47-5552）　はわい長瀬 535 番地（℡ 47-5552）

しおさいプラザとまりしおさいプラザとまり
　配架スペースの半分が児童書と　配架スペースの半分が児童書と
なっており、小さな子どもが遊べるなっており、小さな子どもが遊べる
キッズスペースもあることから、親キッズスペースもあることから、親
子連れの人が安心して利用できる環子連れの人が安心して利用できる環
境が整っています。境が整っています。
■■場所（問い合わせ）場所（問い合わせ）
　泊 1175 番地（℡ 34-3226）　泊 1175 番地（℡ 34-3226）
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②
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■
請
求
期
限　

　

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

※
４
月
１
日
（
木
）
以
降
の
接
種

を
対
象
と
し
ま
す
。

■�

手
続
き
方
法
↖

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
「
肺
炎
球
菌
」
と
い
う
細
菌
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
を

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
対
象

者
に
は
、
３
月
下
旬
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
券
と
予
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

■�

対
象
者　

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
（
過
去
に
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
済
み

の
人
を
除
く
）

①�

令
和
３
年
度
中
に
、
65
・
70
・

75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０

歳
に
な
る
人

②�

6�0
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
内
臓

系
基
礎
疾
患
（
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
が

い
）
の
あ
る
人

■�

助
成
期
間　

　

４
月
１
日
（
木
）
～

　

令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

■�

自
己
負
担
額　

　
３
千
円
（
接
種
費
用
７
９
０
０

円
の
う
ち
、
４
９
０
０
円
を
町
が

助
成
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
額

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

風
し
ん
・
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン

　

風
し
ん
は
、
免
疫
を
持
た
な
い

妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

が
白
内
障
や
先
天
性
心
疾
患
、
難

聴
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」
を
発
症
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
妊
婦
が

麻
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
流
・
早
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医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
役
場
健
康
推
進
課
ま

た
は
東
郷
・
泊
各
支
所
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

指
定
口
座
に
助
成
金
を
振
り
込
み

ま
す
。

■
風
し
ん
抗
体
価
検
査　

　

県
で
は
、
風
し
ん
の
免
疫
の
有

無
を
調
べ
る
「
風
し
ん
抗
体
価
検

査
」を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
県
中
部
総
合
事
務
所
福

祉
保
健
局
（
℡
２
３ｰ

３
１
４
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
風
し
ん
追
加
的
対
策（
全
額
助
成
）】

■
対
象
者　

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性

※
令
和
３
年
度
は
、
昭
和
37
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
41
年
４
月
１
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
に
、

３
月
下
旬
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

■�

自
己
負
担
額　

　

無
料
（
抗
体
価
検
査
お
よ
び
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
を
町
が

助
成
）

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

は
、
抗
体
価
検
査
の
結
果
、
抗
体

価
が
低
い
人
の
み
対
象
で
す
。

■�

助
成
期
間　

　

４
月
１
日
（
木
）
～
令
和
４
年

２
月
28
日
（
月
）

■
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は　

　

対
象
者
が
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
抗
体
価
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

検
査
は
、
協
力
医
療
機
関
ま
た
は

町
や
職
場
の
特
定
健
診
と
一
緒
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
査

の
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体
が
十
分

で
な
い
と
診
断
さ
れ
た
人
は
、
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
抗
体
価
検
査
な
ど
を
受
け
る
に

は
、必
ず
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他　

　

国
の
方
針
に
よ
り
、
令
和
元
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
の
対
象
者（
昭

和
41
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

男
性
）
に
送
付
し
た
ク
ー
ポ
ン
券

の
接
種
期
限
が
下
表
の
と
お
り
延

長
さ
れ
、
令
和
４
年
２
月
ま
で
使

用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
検

査
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
ク
ー

ポ
ン
券
を
廃
棄
せ
ず
、
抗
体
価
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ク
ー
ポ
ン

券
を
紛
失
し
た
人
で
検
査
を
希
望

す
る
場
合
は
、
役
場
健
康
推
進
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５

℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

対象者 クーポン券表記期限 延長後期限
○令和元年度

（昭和 47 年４月２日
　～昭和 54 年４月１日）

【有効期限】
2020 年３月

【有効期限】
2022 年２月○令和２年度

（昭和 41 年４月２日
　～昭和 47 年４月１日）

【有効期限】
2021 年３月

●クーポン券の接種期限
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▶事業者支援制度
▷各種補助制度をご紹介

雇用促進奨励金1
　町内に住所を有する▽シニア世代 (55 歳以
上の人）▽子育て世代の女性（18歳までの子
どもがいる女性）▽就職氷河期世代（昭和 45
年４月２日から昭和 60 年４月１日までの間
に生まれた人）▽新型コロナウイルスによる
雇い止めや内定取り消しを受けた人―を正規
雇用した町内事業者を支援します。

■対象者　
　次の要件を全て満たす事業者
① 町内に事業所（公的団体などは除く）を有する

こと
②雇用保険法の適用事業の事業者であること
③ 雇用促進計画を町に認定された日から６カ月以

上継続雇用していること
④ 他の被雇用者を事業者の都合によって解雇して

いないこと
⑤町税および公共料金を滞納していないこと
⑥賃金台帳などの法定帳簿類を備え付けていること
⑦賃金の支払いが遅滞なく行われていること
⑧ハローワークなどに募集を公開していること
■対象となる被雇用者
　次の要件を全て満たす町内在住者
①雇用保険の被保険者
② 事業主が個人事業者の場合、事業主の３親等以

内の親族でない人
■奨励金の額
　１人につき 20 万円

創業・販路開拓
支援補助金３

　町商工会や金融機関など認定支援機関の指
導を受けながら、創業や販売開拓などに取り
組む事業者を支援します。
■�対象者　
　町内在住の個人事業者、町内に所在地と営業の
本拠がある中小事業者
■�補助金額　
① 創業・新しい分野への進出のための事業
　＝必要経費の２分の１（上限 50 万円）
②販路開拓のための事業
　＝必要経費の２分の１（上限 20 万円）
※ただし、事業承継に伴う事業と認められる場合
は、必要経費の３分の２を支援します。
■募集期限
　５月 14 日（金）
※募集期限終了後に審査会を開催し、補助対象事
業者を決定する予定です。

企業拡充奨励金２
　事業規模拡大を目的に、施設を増設または
移設する町内事業者を支援します。
■�対象者　
　施設を増設または移設のための投資額が１千万
円以上（増設の場合は増設部分のみ対象）で、町
税および公共料金を滞納していない事業者
■�奨励金の額　
　新たに賦課された固定資産税の３カ年分の額を
交付

　町内事業者や商工業の振興・充実のための
各種補助制度を紹介します。内容や申し込み
方法などの詳細は、役場産業振興課にお問い
合わせください。
■問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5383）
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チャレンジショップ
支援奨励金６

　空き店舗や空き家などを活用するショップ　空き店舗や空き家などを活用するショップ
開業者に対して、その賃借料の一部を補助し開業者に対して、その賃借料の一部を補助し
ます。ます。
■■対象者対象者　　
　次の要件を全て満たす町内在住者　次の要件を全て満たす町内在住者
① 町内の空き店舗などで小売業、サービス業、飲① 町内の空き店舗などで小売業、サービス業、飲

食業などを開業する人（風俗関連業種など一部食業などを開業する人（風俗関連業種など一部
該当しない業種があります）該当しない業種があります）

② 空き店舗などの所有者と同一世帯および 3 親② 空き店舗などの所有者と同一世帯および 3 親
等以内の親族でない人等以内の親族でない人

③町税および公共料金を滞納していない人③町税および公共料金を滞納していない人
④ 町商工会などの町内の公共的団体に加入してい④ 町商工会などの町内の公共的団体に加入してい

る人る人
■■奨励金の額奨励金の額
　空き店舗などで開業する場合の賃借料（住居部　空き店舗などで開業する場合の賃借料（住居部
分を含む）の半額を奨励金として交付分を含む）の半額を奨励金として交付
※限度額は月５万円で、交付期間は１年間、交付※限度額は月５万円で、交付期間は１年間、交付
は１人につき１回限りです。は１人につき１回限りです。

企業立地促進奨励金４
　町内への進出を目的に、施設を新設する事　町内への進出を目的に、施設を新設する事
業者を支援します。業者を支援します。
■�■�対象者および奨励金の額対象者および奨励金の額
　次のとおり、新たに賦課された固定資産税の３　次のとおり、新たに賦課された固定資産税の３
カ年分の額を交付します。カ年分の額を交付します。
① 施設の新設のための投資額が３千万円以上で、① 施設の新設のための投資額が３千万円以上で、

新規常用雇用者数が 10 人以上の事業者新規常用雇用者数が 10 人以上の事業者
＝新たに賦課された固定資産税の額内＝新たに賦課された固定資産税の額内
② ② 施設の新設のための投資額が３千万円以上で、施設の新設のための投資額が３千万円以上で、

新規常用雇用者数が４人以上９人以下の事業者新規常用雇用者数が４人以上９人以下の事業者
＝ 新たに賦課された固定資産税の額に３分の２＝ 新たに賦課された固定資産税の額に３分の２

の割合を乗じた額内の割合を乗じた額内
③ 施設の新設のための投資額が３千万円以上の③ 施設の新設のための投資額が３千万円以上の

事業者事業者
＝ 新たに賦課された固定資産税の額に２分の１＝ 新たに賦課された固定資産税の額に２分の１

の割合を乗じた額内の割合を乗じた額内
④ 申請日以前から町内に住所を有し、施設の新設④ 申請日以前から町内に住所を有し、施設の新設

のための投資額が１千万円以上で、新規常用雇のための投資額が１千万円以上で、新規常用雇
用者数が１人以上の事業者用者数が１人以上の事業者

＝ 新たに賦課された固定資産税の額内＝ 新たに賦課された固定資産税の額内
⑤ 申請日以前から町内に住所を有し、施設の新設⑤ 申請日以前から町内に住所を有し、施設の新設

のための投資額が１千万円以上の事業者のための投資額が１千万円以上の事業者
＝新たに賦課された固定資産税の額に２分の１＝新たに賦課された固定資産税の額に２分の１
　の割合を乗じた額内　の割合を乗じた額内

マル経融資利子
補給補助金５

　マル経融資（小規模事業者経営改善資金）　マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
を借り入れた町内小規模事業者の支払う利子を借り入れた町内小規模事業者の支払う利子
の負担を軽減します。の負担を軽減します。
■■�補助金額�補助金額　　
　㈱日本政策金融公庫に納付した利子額の２分の　㈱日本政策金融公庫に納付した利子額の２分の
１以内の額（延滞に係る利子は除く）１以内の額（延滞に係る利子は除く）

小口融資保証料補助金小口融資保証料補助金７
　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業
者が支払う保証料の負担を軽減します。者が支払う保証料の負担を軽減します。
■■�補助金額�補助金額　　
　県信用保証協会に納付した保証料の２分の１以　県信用保証協会に納付した保証料の２分の１以
内の額内の額

小口融資利子補給補助金小口融資利子補給補助金８
　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業
者が支払う利子の負担を軽減します。者が支払う利子の負担を軽減します。
■■�補助金額�補助金額　　
　金融機関に納付した利子額の２分の１以内の額　金融機関に納付した利子額の２分の１以内の額

（延滞に係る利子は除く）（延滞に係る利子は除く）

　町では、多くの人に飲食店を利用いただくための新たな制度を設けました。この制度
に登録された町内の飲食店では、注文時に料金を割り引いたり、デザートなどを無料で
提供したりするサービスを行っています。サービスを行う店舗とその内容を町ホーム
ページに掲載していますので、ご確認ください。右の QR コードからもご覧いただけます。
　これらのサービスを行う店舗は、新型コロナウイルス感染対策に積極的に取り組む店
舗として、県が進めている「協賛店」に登録されています。

QR コード

湯梨浜の飲食店で　湯梨浜の飲食店で　
食べて！�応援！�キャンペーン　食べて！�応援！�キャンペーン　
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狂犬病予防注射 【問い合わせ】
役場町民課（℡ 35-5318）

▽�

飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

▽�

犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼
い

犬
に
装
着
す
る
こ
と

　

登
録
の
際
に
お
渡
し
す
る
鑑
札

に
は
、
登
録
番
号
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
鑑
札
を
飼
い
犬
の
首
輪

な
ど
に
装
着
す
る
こ
と
で
、
万
が

一
、
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
、
飼
い
主
に
連
絡
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
飼
い
主
の
連
絡

先
を
書
い
た
迷
子
札
も
一
緒
に
つ

け
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
犬
の
登
録
と
各
種
届
け
出

　

犬
を
飼
い
始
め
る
と
き
や
飼
い

主
・
飼
い
犬
の
住
所
が
変
わ
っ
た

場
合
な
ど
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

申
請
窓
口
な
ど
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。

こんなとき 申請窓口 手数料 備考

生後 91 日以上の犬を新し
く飼うようになったとき

役場町民課
東郷・泊各支所

県中部の指定動物病院

登録手数料
3,000 円

　県中部の指定動物病院
では、狂犬病予防注射の
接種時に登録と注射済票
の交付が受けられます。

県中部の指定動物病院以外で狂犬
病予防注射を受けさせたときなど 役場町民課

東郷・泊各支所

注射済票交付手数料
550 円

　動物病院で発行された
注射済証を持参してくだ
さい。

飼い主・飼い犬の住
所が変わったとき

町内の
転居

無料

町外へ
転出

転出先の市区町村
　本町が交付した鑑札を
持参してください。

町外か
ら転入

役場町民課
東郷・泊各支所

　転入前の市町村で交付
された鑑札を持参してく
ださい。

飼い主が変わったとき、飼い主の
氏名・犬の名前が変わったとき

鑑札・注射済票を紛失したとき
鑑札再交付手数料 1,600 円
注射済票再交付手数料 340 円

飼い犬が死亡したとき 無料

■
狂
犬
病
と
は

　

狂
犬
病
は
人
に
も
感
染
し
、
発

症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
㌫
の
確
率

で
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
世
界
で
は
年
間
推
計
６
万
人

以
上
が
狂
犬
病
に
よ
り
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
１
９
５
７
年
を
最

後
に
犬
な
ど
を
含
め
た
狂
犬
病
の

発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
日
本
の
周
辺
国
を
含
む
世
界

の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
、
依
然

と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
内

で
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
た
め
、
万
が
一
に
備
え
た
対
策

が
必
要
で
す
。

■
登
録
と
予
防
注
射
は
義
務

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
次
の
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
違

反
し
た
場
合
、
20
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
さ
れ
ま
す
。

▽�

市
区
町
村
に
飼
い
犬
の
登
録
を

す
る
こ
と

飼い犬の登録と

　

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
法
律
で
義
務
付
け

　

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
注
射
や
各
種
届
け
出
な
ど
に
必
要
な
事

ら
れ
て
い
ま
す
。
予
防
注
射
や
各
種
届
け
出
な
ど
に
必
要
な
事

項
を
確
認
し
て
、
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

項
を
確
認
し
て
、
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▲注射済票

▶
犬
鑑
札

2021
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動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を

動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を

お
勧
め
し
ま
す

お
勧
め
し
ま
す

　

集
合
注
射
は
屋
外
で
行
う
こ
と

　

集
合
注
射
は
屋
外
で
行
う
こ
と

か
ら
、
衛
生
面
で
の
心
配
が
あ
る

か
ら
、
衛
生
面
で
の
心
配
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
雨
天
時
に
は
犬
も

こ
と
に
加
え
、
雨
天
時
に
は
犬
も

飼
い
主
も
ぬ
れ
て
体
調
を
崩
す
恐

飼
い
主
も
ぬ
れ
て
体
調
を
崩
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
時
間

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
時
間

に
た
く
さ
ん
の
犬
が
集
ま
る
こ
と

に
た
く
さ
ん
の
犬
が
集
ま
る
こ
と

か
ら
、
興
奮
し
た
犬
同
士
の
け
ん

か
ら
、
興
奮
し
た
犬
同
士
の
け
ん

か
が
起
き
た
り
、
興
奮
し
た
犬
に

か
が
起
き
た
り
、
興
奮
し
た
犬
に

引
っ
張
ら
れ
て
飼
い
主
が
転
倒
し

引
っ
張
ら
れ
て
飼
い
主
が
転
倒
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
設
備
や
ス
タ
ッ
フ
が
充

の
た
め
、
設
備
や
ス
タ
ッ
フ
が
充

実
し
、
先
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
な

実
し
、
先
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
な

い
動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を
お

い
動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を
お

勧
め
し
ま
す
。

勧
め
し
ま
す
。

　

個
別
注
射
を
希
望
す
る
人
は
事

　

個
別
注
射
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
予
約
の
上
、
役
場
か
ら
届
い

前
に
予
約
の
上
、
役
場
か
ら
届
い

た
案
内
は
が
き
を
動
物
病
院
に
持

た
案
内
は
が
き
を
動
物
病
院
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
県
中
部

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
県
中
部

の
指
定
動
物
病
院
で
は
、
注
射
済

の
指
定
動
物
病
院
で
は
、
注
射
済

　
生
後

　
生
後
9191
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
４
月

日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、
毎
年
４
月
１１
日
か
ら
６
月

日
か
ら
６
月
3030
日日

ま
で
の
間
に
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務
が

ま
で
の
間
に
、
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務
が

あ
り
、
違
反
す
る
と

あ
り
、
違
反
す
る
と
2020
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。
犬
を
飼
っ

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。
犬
を
飼
っ

て
い
る
人
は
案
内
は
が
き
を
お
持
ち
の
上
、
県
中
部
の
指
定
動
物
病
院

て
い
る
人
は
案
内
は
が
き
を
お
持
ち
の
上
、
県
中
部
の
指
定
動
物
病
院

ま
た
は
町
の
実
施
す
る
集
合
注
射
の
各
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
町
の
実
施
す
る
集
合
注
射
の
各
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

票
の
交
付
や
新
規
の
犬
の
登
録
も

票
の
交
付
や
新
規
の
犬
の
登
録
も

可
能
で
す
。

可
能
で
す
。

■■��
料
金　
料
金　

▽▽
予
防
注
射
料
金
＝
２
５
５
０
円

予
防
注
射
料
金
＝
２
５
５
０
円

▽▽��

注
射
済
票
交
付
手
数
料

注
射
済
票
交
付
手
数
料

　

＝
５
５
０
円

　

＝
５
５
０
円

※
新
規
の
犬
は
、
登
録
手
数
料

※
新
規
の
犬
は
、
登
録
手
数
料

３
千
円
が
別
途
必
要
で
す
。

３
千
円
が
別
途
必
要
で
す
。

■■��

県
中
部
の
指
定
動
物
病
院

県
中
部
の
指
定
動
物
病
院　　

　

大
平
動
物
病
院（
琴
浦
町
赤
碕
）、

　

大
平
動
物
病
院（
琴
浦
町
赤
碕
）、

倉
吉
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
山
根
動

倉
吉
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
山
根
動

物
病
院
（
倉
吉
市
八
屋
）、
種
子
動

物
病
院
（
倉
吉
市
八
屋
）、
種
子
動

物
病
院
（
琴
浦
町
徳
万
）、
ア
ン
動

物
病
院
（
琴
浦
町
徳
万
）、
ア
ン
動

物
病
院
（
倉
吉
市
堺
町
）、
み
ぃ
動

物
病
院
（
倉
吉
市
堺
町
）、
み
ぃ
動

物
病
院
（
琴
浦
町
八
橋
）、
う
え
の

物
病
院
（
琴
浦
町
八
橋
）、
う
え
の

動
物
病
院
（
北
栄
町
国
坂
）、
ハ
ワ

動
物
病
院
（
北
栄
町
国
坂
）、
ハ
ワ

イ
動
物
病
院
（
湯
梨
浜
町
は
わ
い

イ
動
物
病
院
（
湯
梨
浜
町
は
わ
い

長
瀬
）、
木
原
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

長
瀬
）、
木
原
ペ
ッ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
倉
吉
市
昭
和
町
）、
さ
わ
ず
み
動

（
倉
吉
市
昭
和
町
）、
さ
わ
ず
み
動

物
病
院
（
倉
吉
市
上
灘
町
）、
ゆ
う

物
病
院
（
倉
吉
市
上
灘
町
）、
ゆ
う

ア
ニ
マ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
倉
吉
市

ア
ニ
マ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
倉
吉
市

生
田
）、
倉
吉
お
お
ひ
ら
動
物
病
院

生
田
）、
倉
吉
お
お
ひ
ら
動
物
病
院

（
倉
吉
市
海
田
東
町
）

（
倉
吉
市
海
田
東
町
）

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
左
表
の
と
お
り
狂
犬

　

町
で
は
、
左
表
の
と
お
り
狂
犬

病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を
行
い

病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を
行
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
案
内
は

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
案
内
は

期日 時間 会場

4/8
（木）

13:30 ～ 13:45 旧農協舎人支所

14:05 ～ 14:20 旧農協東郷支所

4/15
（木）

13:30 ～ 13:50 田後地区公民館

14:10 ～ 14:40 役場

4/19
（月）

13:30 ～ 13:45 羽衣会館

14:10 ～ 14:30 役場東郷支所

4/21
（水）

13:30 ～ 13:45 宇谷集会所

14:05 ～ 14:20 役場泊支所

14:40 ～ 14:55 甲亀山会館前

4/23
（金）

13:30 ～ 13:40 宇野地区公民館

14:00 ～ 14:10 橋津地区公民館

14:30 ～ 14:40 上浅津農事集会所

6/1
（火）

13:30 ～ 13:40 役場

14:10 ～ 14:20 役場泊支所

14:40 ～ 14:50 役場東郷支所

●集合注射の実施日時など

が
き
の
問
診
票
を
記
入
し
、
会
場

が
き
の
問
診
票
を
記
入
し
、
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
わ
び
と
訂
正

※
お
わ
び
と
訂
正

　

既
に
お
送
り
し
て
い
る
、
狂
犬

　

既
に
お
送
り
し
て
い
る
、
狂
犬

病
予
防
注
射
案
内
は
が
き
裏
面

病
予
防
注
射
案
内
は
が
き
裏
面

「
令
和
３
年
度　

湯
梨
浜
町
狂
犬

「
令
和
３
年
度　

湯
梨
浜
町
狂
犬

病
予
防
集
合
注
射
」
日
程
の
中
に

病
予
防
集
合
注
射
」
日
程
の
中
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し

て
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。
な

て
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。
な

お
、
時
間
や
会
場
に
つ
い
て
は
誤

お
、
時
間
や
会
場
に
つ
い
て
は
誤

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
誤
】
４
月

【
誤
】
４
月
2424
日
（
金
）

日
（
金
）

【
正
】
４
月

【
正
】
４
月
2323
日
（
金
）

日
（
金
）

■■
料
金
料
金　
個
別
注
射
と
同
じ

　

個
別
注
射
と
同
じ

■■��

注
意
事
項　

注
意
事
項　

　

犬
に
は
必
ず
首
輪
を
付
け
、
注

　

犬
に
は
必
ず
首
輪
を
付
け
、
注

射
す
る
際
に
犬
を
押
さ
え
つ
け
る

射
す
る
際
に
犬
を
押
さ
え
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て

こ
と
の
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
暴
れ
る
場
合
な
ど
、

く
だ
さ
い
。
暴
れ
る
場
合
な
ど
、

注
射
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り

注
射
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
注
射
の
当
日
、
悪
天
候
や

ま
す
。
注
射
の
当
日
、
悪
天
候
や

犬
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
場

犬
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
場

合
は
無
理
を
せ
ず
、
動
物
病
院
で

合
は
無
理
を
せ
ず
、
動
物
病
院
で

の
個
別
注
射
を
お
勧
め
し
ま
す
。

の
個
別
注
射
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■■����

そ
の
他

そ
の
他　　

　

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場

　

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
や
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
案
内

合
や
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
案
内

は
が
き
の
内
容
を
訂
正
し
て
、
集

は
が
き
の
内
容
を
訂
正
し
て
、
集

合
注
射
実
施
会
場
ま
た
は
役
場
町

合
注
射
実
施
会
場
ま
た
は
役
場
町

民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 新しく犬を飼う場合は必ず町に登録
し、狂犬病予防接種を受けさせてください。

・鑑札と注射済票は必ず首輪に装着してください。
・ 犬の放し飼いは禁止されています。散歩するとき

も必ずリードやハーネスを装着してください。
・ 散歩時の犬のふんは必ず持ち帰ってください。公

共の場や他人の土地を汚さないようにしましょう。

ルールとマナーを守り、
　適切なしつけを―
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歳入
10,025,000
（△2.8％）

町税
1,422,398
（△4.3％）
14.2％

地方交付税
4,090,000
（4.9％）
40.8％

その他
683,038
（2.4％）
6.9％

地方消費税交付金
352,019
（5.1％）
3.5％

国庫支出金
946,050
（△1.1％）
9.4％

県支出金
725,631
（8.2％）
7.2％

町債
1,496,176
（△5.5％）
14.9％

繰入金
309,688

（△56.8％）
3.1％

歳出
10,025,000
（△2.8％）

総務
1,477,789
（△33.4％）
14.7％

総務費
1,477,789
（△33.4％）
14.7％

民生費
2,941,571
（2.1％）
29.3％

公債費
1,023,851
（△2.7％）
10.2％

その他
596,702
（△8.0％）
6.0％

衛生費
711,114
（2.6％）
7.1％

土木費
924,850

（△14.0％）
9.2％

教育費
1,759,482
（40.1％）
17.6％

農林水産業費
589,641
（19.8％）
5.9％

　令和３年度予算（一般・特別・企業会計）
が、３月定例議会で成立しました。
　一般会計の総予算額は 100 億 2500 万円
で、前年度に比べ 2.8％の減額となります。

一般会計歳入

一般会計歳出

令和３年度予算
一般会計

100 2500万円億

科目 予算額
地 方 譲 与 税 69,068
地 方 特 例 交 付 金 67,788
利 子 割 交 付 金 1,857
配 当 割 交 付 金 6,600
株式等譲渡所得割交付金 6,553
環境性能割交付金 5,171
法人事業税交付金 5,193
交通安全対策特別交付金 1,555
使用料及び手数料 102,734
分担金及び負担金 77,352
財 産 収 入 8,647
寄 附 金 170,000
繰 越 金 40,000
諸 収 入 120,520

その他の内訳

科目 予算額
議 会 費 85,953
商 工 費 207,764
消 防 費 273,525
予 備 費 29,460

その他の内訳

単位：千円
科目名
予算額

（対前年度比）
予算構成比
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300000 600000 900000 1200000 1500000

固定資産税
627,055
44.1％
37,467

町民税
625,995
44.0％
37,404

たばこ税
86,644
6.1％
5,177

軽自動車税
67,709
4.8％
4,046

入湯税
14,995
1.0％
―

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
の

歳
入
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て
町
税

で
６
３
５
９
万
円
、
町
の
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
た
め
の
借
入
金
で

８
６
３
２
万
円
の
減
額
を
、
地
方

交
付
税
１
億
９
千
万
円
の
増
額
を

見
込
み
、予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
中
央
公
民
館
泊
分

館
の
建
設
工
事
、
旧
中
学
校
の
解

体
工
事
、
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
は
じ
め
、「
第
４
次
総

合
計
画
」
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
な
ど
各
種

計
画
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た

め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
果

的
な
配
分
に
努
め
た
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
経
常
的
な
経
費
な
ど
の

見
直
し
に
よ
る
歳
出
の
削
減
に
も

努
め
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
な
ど
に
よ
り
町
税
の
減
額
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

を
克
服
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

成
長
に
向
け
て
力
を
注
ぎ
、
住
み

や
す
く
魅
力
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る

町
づ
く
り
を
目
指
し
な
が
ら
、
適

切
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

町
税
の
内
訳

特別・企業会計

55,261 円
町道の整備や改良、
修繕に使います。

35,232 円
生産基盤の整備や
農林漁業振興に使
います。

42,490 円
ごみ処理、健康対
策に使います。

175,763 円
福祉の充実に使い
ます。

88,300 円
町全体の管理・運
営・企画などに使
います。

62,937 円
長期の借入金に対
する返済などに使
います。

16,343 円
災害の防止、消防
対策に使います。

12,414 円
商工業や観光の振
興に使います。

5,136 円
議会活動や運営に
使います。

105,132 円
学校・公民館の整
備や教育の充実に
使います。

そ の 他 消 防 費 商 工 費 議 会 費 教 育 費

総 務 費民 生 費衛 生 費農林水産業費土 木 費
皆さん一人一人の行政サービスを金額にすると…599,008 円 （２月末現在の人口で算出）

会　�計�　名 予�算�額
住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,154
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計 4,045
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 1,863,654
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 191,637
介 護 保 険 特 別 会 計 1,972,595
温 泉 事 業 特 別 会 計 8,810
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,696,595
農業集落排水処理事業特別会計 193,845
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 1,003
橋 津 財 産 区 特 別 会 計 377
宇 野 財 産 区 特 別 会 計 1,419
舎 人 財 産 区 特 別 会 計 76
東 郷 財 産 区 特 別 会 計 667
花 見 財 産 区 特 別 会 計 89

国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

収益的収入　220,708
資本的収入       40,000
収益的支出　256,481
資本的支出　         805

水 道 事 業 会 計

収益的収入　260,002
資本的収入       11,364
収益的支出     231,394
資本的支出　129,165

単位：千円

予算額（千円）
構成比

１人当たり納付額（円）
※２月末現在の人口で算出
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▼
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
の
施
策

を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
令

和
４
年
度
か
ら
５
年
間
の
地
域
福

祉
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。【
地

域
福
祉
推
進
計
画
策
定
事
業
／
89

万
円
】

▼
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
へ
必

要
な
情
報
提
供
や
助
言
を
行
う
と

と
も
に
、
見
舞
金
の
支
給
を
行
い

ま
す
。【
犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金

給
付
事
業
／
30
万
円
】

▼
運
転
免
許
証
を
持
た
な
い
70
歳

以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト（
１
枚
５
０
０
円
・

年
間
24
枚
）を
交
付
し
ま
す
。【
高

齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業
／

４
８
８
万
円
】

▼
旧
東
郷
中
学
校
校
舎
等
の
解
体

お
よ
び
東
郷
体
育
館
の
駐
車
場
の

整
備
を
行
い
ま
す
。
２
カ
年
計
画

の
１
年
目
。【
旧
東
郷
中
学
校
管

理
運
営
臨
時
経
費
／
１
億
５
７
２

４
万
円
】

▼
旧
北
溟
中
学
校
校
舎
等
の
解
体

お
よ
び
北
溟
体
育
館
の
給
排
水
設

備
等
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
３
カ

年
計
画
の
２
年
目
。【
旧
北
溟
中

学
校
管
理
運
営
臨
時
経
費
／
３
億

３
５
６
０
万
円
】

▼
中
央
公
民
館
泊
分
館
の
新
築
工

▼
来
庁
者
、
児
童
お
よ
び
職
員
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
役
場
、

学
校
お
よ
び
こ
ど
も
園
に
警
察
へ

の
非
常
通
報
装
置
を
設
置
し
ま

す
。【
総
務
一
般
管
理
臨
時
経
費

ほ
か
／
７
６
２
万
円
】

▼
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
県
外
か

ら
の
移
住
者
に
対
し
て
、
住
宅
の

修
繕
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
移
住
定
住
者
中
古
住
宅
修
繕
支

援
補
助
金
／
25
万
円
】

▼
結
婚
を
機
に
住
宅
を
取
得
さ
れ

た
世
帯
に
、
住
宅
取
得
費
用
の
助

成
を
行
い
ま
す
。【
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
補
助
金
／
３
４
５
万
円
】

▼
自
治
会
等
が
実
施
す
る
共
助
交

通
に
要
す
る
費
用
を
支
援
し
ま

す
。【
新
た
な
交
通
体
系
支
援
事

業
／
22
万
円
】

▼
役
場
業
務
に
係
る
テ
レ
ビ
会
議

や
在
宅
勤
務
を
可
能
と
す
る
機
器

等
の
整
備
、
ま
た
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
パ
ソ
コ
ン
等
の
講
習
会
な

ど
を
行
い
ま
す
。【
情
報
化
推
進

臨
時
経
費
／
５
６
８
０
万
円
】

▼
レ
ー
ク
サ
イ
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

ゆ
り
は
ま
に
建
設
す
る
公
営
住
宅

の
設
計
お
よ
び
敷
地
内
に
設
置
す

る
道
路
や
上
下
水
道
の
配
管
の
整

備
を
行
い
ま
す
。【
町
営
住
宅
建

替
事
業
／
６
６
３
６
万
円
】

▼
こ
ど
も
園
に
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
保
育
者
業
務
の

効
率
化
、
ま
た
保
護
者
と
保
育
者

と
の
接
触
を
最
小
限
と
す
る
こ
と

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
を
図
り
ま
す
。【
こ

ど
も
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
／

４
５
８
万
円
】

▼
漁
業
者
の
漁
業
活
動
が
円
滑
に

実
施
さ
れ
る
た
め
、
羽
合
漁
港
内

に
堆
積
し
た
砂
を
取
り
去
る
工
事

や
標
識
灯
の
整
備
等
を
行
い
ま

す
。【
羽
合
漁
港
施
設
管
理
臨
時

経
費
／
４
４
８
１
万
円
】

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
て
県
融
資
制

度
を
利
用
し
た
事
業
者
に
対
し

て
、利
子
額
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
県
制
度
融
資
利
子
補
給
補
助
金

事
業
／
１
０
６
１
万
円
】

▼
ド
ロ
ー
ン
を
購
入
し
、
災
害
時

の
被
害
状
況
の
把
握
や
観
光
資
源

の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。【
道
路

維
持
事
業
／
50
万
円
】

町
の
新
規
事
業

町
の
新
規
事
業

　
令
和
３
年
度
に
取
り
組
む
事
業
の
う
ち
、
主
な
新
規

事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
主
要
な
事
業

に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度

事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
２
カ
年

計
画
の
最
終
年
。【
泊
分
館
建
設

事
業
／
３
億
８
６
０
３
万
円
】

▼
町
の
花
で
あ
る
「
ト
ウ
テ
イ
ラ

ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
公
園
を
整

備
し
ま
す
。【
文
化
財
保
護
臨
時

経
費
／
６
０
１
万
円
】

▼
羽
衣
石
城
跡
お
よ
び
周
辺
城
郭

群
の
国
史
跡
指
定
に
向
け
た
、
学

術
調
査
や
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

【
羽
衣
石
城
跡
お
よ
び
付
城
群
国
史

跡
指
定
事
業
／
１
１
１
万
円
】

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
令
和
４
年
５
月
に
延

期
さ
れ
た
Ｗ
Ｍ
Ｇ
２
０
２
１
関
西

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
を

国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
大
会
準
備
を

進
め
ま
す
。【
Ｗ
Ｍ
Ｇ
２
０
２
１
関

西
実
行
委
員
会
負
担
金
／
16
万
円
】

▼
泊
体
育
館
の
耐
震
改
修
設
計
お

よ
び
東
郷
体
育
館
の
給
排
水
設
備

等
の
改
修
を
行
い
ま
す
。【
体
育

施
設
管
理
臨
時
経
費
／
８
５
９
４

万
円
】

▼
令
和
３
年
度
に
改
訂
す
る
湯
梨

浜
町
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る

総
合
計
画
の
基
礎
資
料
を
作
成
す

る
た
め
、
人
権
意
識
調
査
を
行
い

ま
す
。【
人
権
教
育
住
民
意
識
調

査
事
業
／
76
万
円
】
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令
和
２
年
度　

町
体
育
協
会
表
彰

　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績

　

町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績

の
あ
っ
た
人
や
団
体
の
皆
さ
ん

の
あ
っ
た
人
や
団
体
の
皆
さ
ん

が
、
町
体
育
協
会
か
ら
表
彰
さ

が
、
町
体
育
協
会
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
例
年
、
表
彰
式
を

れ
ま
し
た
。
例
年
、
表
彰
式
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
し
ま

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
し
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
以
下

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
以
下

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
お
よ
び

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
お
よ
び

団
体
選
手
名
略
）

団
体
選
手
名
略
）

■■��

問
い
合
わ
せ　

町
教
育
委
員

問
い
合
わ
せ　

町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

会
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

◆
体
育
功
労
賞

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
＝

　

山
田
敏
博

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
酒
本
充

◆
優
秀
指
導
者
賞

▽
野
球
＝
福
山
英
樹

▽
野
球
＝
上
杉
信
成

◆
ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
賞

▽
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
＝
生
田
裕
樹

◆
成
績
優
秀
賞

【
小
学
生
／
個
人
】

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
生
田
優
美

菜
、
尾
島
美
月
、
加
藤
沙
徠
、
木

下
夕
萌
、
實
田
珠
愛
、
山
本
麗
奈

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
秋
久
侑
貴
、
澤

田
一
心
、
清
水
結
人
、
高
橋
伸

▽�

カ
ヌ
ー
＝
植
田
莉
生
、
川
本
空

翔
、
川
本
円
花

▽�

テ
ニ
ス
＝
櫻
井
利
真
、
廣
江
健
生

▽�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
坂
田
就
、
坂

本
拓
未

【
小
学
生
／
団
体
】

▽
ア
ロ
ハ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
▽
羽
合

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
女
子
▽
羽
合
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

【
中
学
生
／
個
人
】

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
阿
弓
佳
太
、

澤
田
一
冬
、
高
橋
永
、
田
中
憂

聖
、
永
田
隼
大

▽�
陸
上
＝
梶
尾
秀
汰
、長
田
埜
乃
、

濱
田
悠
希
、
萬
場
凰
介

▽�

水
泳
＝
河
口
夏
葵
、本
川
美
和
、

若
原
翔
誠

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
下
村
駿
太

▽�

テ
ニ
ス
＝
櫻
井
友
子

【
中
学
生
／
団
体
】

▽
湯
梨
浜
中
学
校
卓
球
部
男
子
▽
湯

梨
浜
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
▽
湯
梨
浜
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
▽
湯
梨
浜
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
男
子
▽
湯
梨
浜
中
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
男
子
▽
湯
梨
浜
中
学
校
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

【
高
校
生
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
生
田
光
輝
、香
川
晏
司
、

川
本
玲
央
、
坂
口
ジ
ャ
ス
ミ
ン

紫
苑
、
清
水
彩
名
、
中
原
世
賀
、

中
本
隼
介
、
濵
中
皆
貴
、
濱
本

か
れ
ん
、
福
本
航
太
、
牧
野
晃

大
、
森
本
陽
菜
、
山
田
雅
貴
、

山
本
陽
介

▽�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
岡
本
樹
、
河

本
千
夏
、
北
村
梨
央
、
佐
伯
風

音
、
杉
原
夕
、
竹
信
秀
都
、
田

中
絢
、
宮
脇
里
依
、
村
口
小
波
、

吉
田
菜
芽

▽�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
北
本
愛

斗
、
清
水
晶
斗
、
田
中
青
蘭
、
戸

羽
由
紀
野
、
友
野
哲
明
、
光
井
文

悟
、
山
本
萌
音
、
山
本
玲
音

▽�
硬
式
野
球
＝
河
本
陽
人
、
清
水

慶
次
郎
、
寺
脇
莉
沙
、
松
川
琉
海
、

松
村
奏
芽
、
松
村
亮
汰
、
吉
田
匠

▽�

テ
ニ
ス
＝
天
野
奈
南
、
小
松
優

貴
、
濵
家
果
子
、
濵
家
早
都

▽�

卓
球
＝
橋
嵜
秀
吾
、森
田
千
遥
、

森
田
真
綾

▽�

空
手
＝
津
村
紘
華
、
登
﨑
春
香

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
西
鼻
大
志
、

　

前
田
嵐
士

▽�

カ
ヌ
ー
＝
川
元
蒼
真

▽�

自
転
車
＝
濱
口
夕
海

▽�

柔
道
＝
米
本
羽
菜

▽�

水
泳
＝
宮
城
歩
優

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
田
中
玲
唯

▽�

ボ
ク
シ
ン
グ
＝
中
井
海
都

▽�

ラ
グ
ビ
ー
＝
遠
藤
大
空

【
一
般
／
個
人
】

▽�

自
転
車
＝
青
木
瑞
樹

【
一
般
／
団
体
】

▽
湯
梨
浜
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

成
年
男
子
▽
湯
梨
浜
町
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部　

混
成
１
部
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町
職
員

人
事
異
動

　
町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ

　
町
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。（　
　
）
内
は
旧
職
で
す
。

し
ま
す
。（　
　
）
内
は
旧
職
で
す
。

■
異
動　
４
月
１
日
付

【
総
務
課
】
▼
課
長　

岩
崎
正
一

郎
（
教
育
総
務
課
長
）
▼
防
災
・

選
挙
担
当
参
事　

岸
田
哲
夫
（
総

務
課
付
参
事
）
▼
防
災
対
策
係
長

竹
内
和
也
（
企
画
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
副
主
幹
）
▼
主
事
（
条
件

付
）　

手
石
雅
人
▼
運
転
支
援
員

（
再
任
用
）　

藤
田
和
也
（
総
務
課

運
転
支
援
員
（
再
任
用
））
▼
財

務
管
財
専
門
員
（
再
任
用
）　

重

松
雅
文
（
総
務
課
財
務
管
財
支
援

員
（
再
任
用
））

【
企
画
課
】
▼
企
画
情
報
係
長　

金
田
涼
（
企
画
課
企
画
情
報
係
副

主
幹
）
▼
企
画
情
報
係
副
主
幹　

宮
脇
和
宏
（
企
画
課
副
主
幹
（
ア

ロ
ハ
ホ
ー
ル
））
▼
副
主
幹
（
ア

ロ
ハ
ホ
ー
ル
）　

米
増
祐
一
（
企

画
課
企
画
情
報
係
長
）▼
主
事（
条

件
付
）　

福
枡
晃
甫
▼
企
画
情
報

支
援
員
（
再
任
用
）　

冨
山
弘
道

（
企
画
課
企
画
情
報
支
援
員
（
再

任
用
））

【
み
ら
い
創
造
室
】
▼
室
長　

西

原
秀
昭
（
産
業
振
興
課
長
）

【
町
民
課
】
▼
参
事　

村
上
昭
範

（
町
民
課
長
補
佐
）
▼
参
事
兼
東

郷
支
所
長　

河
本
希
一
（
建
設
水

道
課
参
事
）
▼
地
籍
整
備
担
当
参

事　

秋
久
敏
彦
（
生
涯
学
習
・
人

権
推
進
課
長
補
佐
兼
文
化
会
館

長
）
▼
住
宅
／
環
境
廃
棄
物
対
策

係
長　

藤
田
晋
也
（
農
業
委
員
会

事
務
局
副
主
幹
）
▼
副
主
幹
兼
泊

支
所
長
兼
泊
支
所
窓
口
業
務
班
副

主
幹　

牧
田
な
ぎ
さ
（
教
育
総
務

課
教
育
施
設
係
長
）
▼
主
事　

髙

多
亜
矢
子
（
総
務
課
付
主
事
）
▼

主
事
兼
東
郷
支
所
窓
口
業
務
班
主

事
（
条
件
付
）　

山
嵜
翔
太

【
子
育
て
支
援
課
】
▼
保
健
師
（
条

件
付
）　

横
山
薫

【
は
わ
い
こ
ど
も
園
】
▼
保
育
教

諭　

山
下
直
美
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も

園
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

中

原
美
保
（
た
じ
り
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
）
▼
保
育
教
諭
（
条
件
付
）

松
浦
目
依

【
た
じ
り
こ
ど
も
園
】
▼
保
育
教

諭
（
条
件
付
）　

齊
藤
裕
子

【
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
】
▼
副
園
長

枡
本
利
江
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
主

幹
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

宮

崎
真
希
（
た
じ
り
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
）
▼
保
育
教
諭
（
条
件
付
）

中
山
小
紅

【
わ
か
ば
こ
ど
も
園
】
▼
副
園
長

岩
田
由
美
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も
園
副

園
長
）

【
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
】
▼
副
園

長　

杉
谷
恵
美
子
（
ま
つ
ざ
き
こ

ど
も
園
主
幹
保
育
教
諭
）
▼
保
育

教
諭　

柏
友
梨
（
と
う
ご
う
こ
ど

も
園
保
育
教
諭
）

【
産
業
振
興
課
】
▼
課
長　

遠
藤

秀
光
（
み
ら
い
創
造
室
長
）
▼
主

事　

伊
藤
絵
梨
奈
（
総
合
福
祉
課

主
事
）

【
建
設
水
道
課
】
▼
課
長　

石
本

義
之
（
総
務
課
防
災
・
選
挙
担
当

参
事
）
▼
建
設
係
長　

網
師
本
教

正
（
町
民
課
住
宅
／
環
境
廃
棄
物

対
策
係
長
）
▼
下
水
道
係
長　

入

江
大
輔（
建
設
水
道
課
建
設
係
長
）

▼
主
事
（
条
件
付
）　

河
井
洸
貴

【
健
康
推
進
課
】
▼
健
康
増
進
係

長
兼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
推
進
班
副
主
幹　

秋
久

あ
つ
み
（
総
合
福
祉
課
副
主
幹
）

▼
栄
養
士　

岸
野
紗
央
里
（
総
務

課
付
栄
養
士
）
▼
保
健
師　

灘
尾

遥
（
子
育
て
支
援
課
保
健
師
）
▼

保
健
師
（
条
件
付
）　

清
水
菜
桜

子
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

総
合
調
整
専
門
員
（
再
任
用
）　

杉
原
寛
（
総
務
課
長
）
▼
健
康
推

進
課
兼
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
）
健
康
介
護
専
門

員
（
再
任
用
）　

洞
ケ
瀬
以
津
↖
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子
（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
参
事
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
推
進

課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
担
当
参
事
）

【
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
）】
▼
課
長
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長　

西
田
貴

頼（
町
民
課
参
事
兼
東
郷
支
所
長
）

▼
主
事
（
条
件
付
）　

福
山
智
子

【
総
合
福
祉
課
】
▼
生
活
支
援
係

副
主
幹　

塚
根
美
由
紀
（
町
民
課

主
事
兼
東
郷
支
所
窓
口
業
務
班
主

事
）
▼
総
合
福
祉
係
副
主
幹　

植

田
美
奈
子
（
健
康
推
進
課
健
康
増

進
係
長
兼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
班
副
主
幹
）

▼
障
が
い
福
祉
係
副
主
幹　

向
井

美
里
（
総
合
福
祉
課
主
事
）

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▼
副
主

幹　

中
村
武
史
（
建
設
水
道
課
下

水
道
係
長
）

【
教
育
総
務
課
】
▼
課
長
兼
教
育

施
設
係
長　

山
田
志
伸
（
長
寿
福

祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

課
長
）
▼
参
事
兼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長　

吉
野
和
男
（
町
民
課

地
籍
整
備
担
当
参
事
）
▼
学
校
教

育
係
副
主
幹
兼
指
導
主
事
兼
子
育

て
支
援
課
幼
児
教
育
係
副
主
幹　

松
本
真
（
鳥
取
県
）
▼
主
事　

入

江
佑
汰
（
産
業
振
興
課
主
事
）
▼

主
事　

大
澤
友
紀
（
生
涯
学
習
・

人
権
推
進
課
主
事
）
▼
教
育
委
員

会
事
務
局
建
設
設
計
支
援
員
兼
建

設
水
道
課
技
術
支
援
員
兼
建
設
・

設
計
支
援
員
（
再
任
用
）　

小
林

長
志
（
建
設
水
道
課
技
術
支
援
員

兼
建
設
・
設
計
専
門
員（
再
任
用
））

【
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
】

▼
文
化
財
担
当
参
事
兼
課
長
補
佐

尾
川
伸
弘
（
生
涯
学
習
・
人
権
推

進
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
／
文
化

振
興
係
長
）
▼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス

タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
担
当
参
事　

池

田
豊
具
（
教
育
総
務
課
参
事
兼
生

涯
学
習
・
人
権
推
進
課
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
担
当
参

事
）
▼
課
長
補
佐
兼
文
化
会
館
長

川
崎
哲
也
（
総
務
課
防
災
対
策
係

長
）
▼
社
会
教
育
／
文
化
振
興
係

長　

佐
々
木
真
沙
子
（
町
民
課
副

主
幹
兼
泊
支
所
窓
口
業
務
班
副
主

幹
）
▼
主
事　

中
野
秋
鹿
（
教
育

総
務
課
主
事
）

【
国
民
宿
舎
水
明
荘
】
▼
業
務
支

援
員
（
再
任
用
）　

森
法
子
（
国

民
宿
舎
水
明
荘
業
務
支
援
員
（
再

任
用
））

【
総
務
課
付
】
▼
主
事　

山
根
渉

（
企
画
課
主
事
）
▼
主
事　

岡
本

め
ぐ
み
（
町
民
課
主
事
）
▼
社
会

福
祉
士　

林
佳
菜
子
（
長
寿
福
祉

課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

社
会
福
祉
士
）
▼
保
育
教
諭　

森

下
紗
弥
香
（
と
う
ご
う
こ
ど
も
園

保
育
教
諭
）

【
派
遣
】▼
主
事（
宮
城
県
丸
森
町
）

清
水
健
太
（
総
務
課
主
事
）

■
退
職　
３
月
31
日
付

▼
齋
藤
聡
（
建
設
水
道
課
長
）
▼

伊
藤
和
彦
（
教
育
総
務
課
参
事
兼

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
田

中
ゆ
か
り
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園
副

園
長
）
▼
陶
山
静
香
（
ま
つ
ざ
き

こ
ど
も
園
副
園
長
）
▼
間
屋
口
知

里
（
健
康
推
進
課
保
健
師
）
▼
藤

村
成
美
（
健
康
推
進
課
保
健
師
）

▼
中
川
穂
菜
美
（
あ
さ
ひ
こ
ど
も

園
保
育
教
諭
）
▼
若
木
由
季
（
と

う
ご
う
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼

角
陽
子
（
子
育
て
支
援
課
子
育
て

支
援
員
（
再
任
用
））
▼
西
原
信

男（
産
業
振
興
課
技
術
支
援
員（
再

任
用
））
▼
中
嶋
二
三
雄
（
し
お

さ
い
プ
ラ
ザ
と
ま
り
図
書
支
援
員

（
再
任
用
））
▼
岩
本
綾
子
（
教
育

総
務
課
主
幹
兼
指
導
主
事
兼
子
育

て
支
援
課
主
幹
）
→
鳥
取
県
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■「障害基礎年金」と「障害厚生年金」
　障害年金には「障害基礎年金」と「障害厚生年金」があります。ど
ちらの年金を請求するかは、障がいの原因となった病気やけがで、初
めて医師の診療を受けたとき（＝初診日）に加入していた年金制度や
年齢により決まります。なお、障害厚生年金に該当する状態よりも軽
い障がいが残ったときは、障害手当金（一時金）が請求できます。

年金制度 受給対象者 障害年金の等級

障害基礎年金

国民年金加入中に初診日がある人

障害の程度１・２級
（３級は無し）

出生から 20 歳未満に初診日がある人
日本に住んでいる 60 歳以上 65 歳未満
の人で、年金制度に加入していない間に
初診日がある人

障害厚生年金 厚生年金加入中に初診日がある人 障害の程度１～３級

■障害の程度
　障害年金の等級は、障がいの状態に応じて以下のとおり定められて
います。なお、障害年金の等級は身体障害者手帳の等級とは異なります。
※身体障害者手帳をお持ちでない人でも障害年金の請求は可能です。

障害年金の等級 障がいの状態

障害の程度１級

　他人の介助を受けなければ、日常生活のことがほとんどでき
ないほどの障がいの状態。身の回りのことはかろうじてできる
ものの、それ以上の活動はできない、または制限されている人。
入院や在宅介護を必要とし、活動の範囲がベッドの周辺に限ら
れるような人。

障害の程度２級

　必ずしも他人の助けを借りる必要は無くとも、日常生活は極
めて困難で、労働によって収入を得ることができないほどの障
がいの状態。家庭内で軽い家事などの活動はできても、それ以
上の重い活動はできない、または制限されている人。入院や在
宅で、活動の範囲が病院内や家屋内に限られるような人。

障害の程度３級
　労働が著しい制限を受ける、または制限を加えることを必要
とするような状態。日常生活にほとんど支障はないが、労働に
ついては制限がある人。

　障害年金は、病気やけがによって生活や仕事　障害年金は、病気やけがによって生活や仕事
などが制限されるようになった場合に、現役世などが制限されるようになった場合に、現役世
代の人も含めて受け取ることができる年金で代の人も含めて受け取ることができる年金で
す。受給には障がいの程度や保険料の納付状況す。受給には障がいの程度や保険料の納付状況
など、一定の要件を満たすことが必要です。など、一定の要件を満たすことが必要です。

障害年金制度を
　　ご存じですか？

1818広報広報ゆりはまゆりはま



■■請求時の注意点請求時の注意点
▽早めにご相談ください▽早めにご相談ください
　障害年金には年齢制限や時効があります。障害年金の請求時　障害年金には年齢制限や時効があります。障害年金の請求時
期が遅れることで、受給ができない、あるいは受け取れる障害期が遅れることで、受給ができない、あるいは受け取れる障害
年金が減ってしまうことがあります。また請求には複数の書類年金が減ってしまうことがあります。また請求には複数の書類
をご用意いただく必要があり、時間を要することから、早めにをご用意いただく必要があり、時間を要することから、早めに
相談していただくことをお勧めします。相談していただくことをお勧めします。
▽保険料の納付要件について▽保険料の納付要件について
　障害年金を受け取るためには、保険料を一定期間以上納付ま　障害年金を受け取るためには、保険料を一定期間以上納付ま
たは免除・猶予されている必要があります。ただし 20 歳未満にたは免除・猶予されている必要があります。ただし 20 歳未満に
初診日がある人は、保険料の納付状況による制限はありません。初診日がある人は、保険料の納付状況による制限はありません。
▽審査があります▽審査があります
　障がいの状態などの理由により、障害年金を受け取れないこ　障がいの状態などの理由により、障害年金を受け取れないこ
とがあります。とがあります。
▽医師の診断が必要です▽医師の診断が必要です
　障害年金の請求には障害年金用の診断書が必要です。障がい　障害年金の請求には障害年金用の診断書が必要です。障がい
の状態について医師の診断を受けていない人は、まずは医療機の状態について医師の診断を受けていない人は、まずは医療機
関を受診していただく必要があります。関を受診していただく必要があります。
■■相談窓口相談窓口
　来訪する前に電話で相談日時の予約をお願いします。なお、　来訪する前に電話で相談日時の予約をお願いします。なお、
お問い合わせの際には、基礎年金番号が分かるものをご用意くお問い合わせの際には、基礎年金番号が分かるものをご用意く
ださい。ださい。
▽障害基礎年金に関する相談＝役場健康推進課（℡ 35-5372）▽障害基礎年金に関する相談＝役場健康推進課（℡ 35-5372）
▽障害厚生年金に関する相談▽障害厚生年金に関する相談
　＝日本年金機構倉吉年金事務所（℡ 26-5311）　＝日本年金機構倉吉年金事務所（℡ 26-5311）

介護保険適用除外施設介護保険適用除外施設のの
入退所時には入退所時には届け出届け出が必要です！が必要です！

　町に住所がある 65 歳以上の人と、40 歳から 64
歳までの公的医療保険に加入している人は、町の
介護保険の被保険者となります。しかし、介護保
険法施行法により▼障がい関連法や生活保護法な
どの適用を受けた入所施設などの適用除外施設に
入所している▼生活介護および施設入所支援を受
けている―などの要件を満たす人については介護
保険の被保険者とならないため、介護保険料また
は医療保険料の介護分がかからなくなります。ま
た、介護保険のサービスを利用することはできま
せん。
　そのため対象施設に入所する場合や、その施設
を退所する場合または入所していた人が 40 歳以上

になった場合などは、14 日以内に役場に届け出が
必要となります。なお、国民健康保険以外の公的
医療保険に加入している場合は、加入している各
医療保険者にご連絡ください。
■�対象施設
　▽指定障害者支援施設▽医療型障害児入所施設
▽療養介護を行う病院▽指定発達支援医療機関▽
救護施設―など
■�問い合わせ・届け出先　
　▽ 65 歳以上の人＝役場長寿福祉課（地域包括支
援センター）（℡ 35-5379）▽ 40 歳から 64 歳まで
の国民健康保険に加入している人＝役場健康推進
課（℡ 35-5372）
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投
開
票
は
４
月
25
日
（
日
）

町
議
会
議
員
一
般
選
挙

■■��

投
票
時
間

投
票
時
間　　

　

４
月

　

４
月
2525
日
（
日
）
７
時
～

日
（
日
）
７
時
～
2020
時時

■■��

投
開
票
所

投
開
票
所　　

　

投
票
所
は
上
表
の
と
お
り
で

　

投
票
所
は
上
表
の
と
お
り
で

す
。
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
に
記
載

す
。
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
に
記
載

さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。
開
票
は

さ
い
。
開
票
は
2121
時
か
ら
羽
合
小

時
か
ら
羽
合
小

学
校
で
行
い
ま
す
。

学
校
で
行
い
ま
す
。

■■��

投
票
で
き
る
人

投
票
で
き
る
人　　

　

平
成

　

平
成
1515
年
４
月

年
４
月
2626
日
以
前
に
生

日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
３
年
１
月

ま
れ
た
人
で
、
令
和
３
年
１
月
1919

日
以
前
か
ら
町
に
住
民
記
録
が
あ

日
以
前
か
ら
町
に
住
民
記
録
が
あ

る
人
。
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登

る
人
。
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
て
も
、
投
票
す
る
時

録
さ
れ
て
い
て
も
、
投
票
す
る
時

点
で
既
に
転
出
し
て
い
る
人
は
、

点
で
既
に
転
出
し
て
い
る
人
は
、

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■■��

代
理
投
票

代
理
投
票　　

　

自
身
で
の
記
入
が
困
難
な
人

　

自
身
で
の
記
入
が
困
難
な
人

は
、
投
票
所
係
員
に
申
し
出
て
く

は
、
投
票
所
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
指
示
に
従
い
係
員
が
代

だ
さ
い
。
指
示
に
従
い
係
員
が
代

筆
し
ま
す
が
、
誰
に
投
票
し
た
か

筆
し
ま
す
が
、
誰
に
投
票
し
た
か

他
の
人
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

他
の
人
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

せ
ん
。

■■��

入
場
券

入
場
券　　

　

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も

　

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
係

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■■��

期
日
前
投
票

期
日
前
投
票　　

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票
日
に

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
所
の
入

票
を
し
ま
し
ょ
う
。
投
票
所
の
入

場
券
（
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も

場
券
（
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も

本
人
確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き

本
人
確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
）
を
持
っ
て
、
役
場
庁
舎
内

ま
す
）
を
持
っ
て
、
役
場
庁
舎
内

の
期
日
前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ

の
期
日
前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

▽
期
間
＝

▽
期
間
＝
４
月
４
月
2121
日
（
水
）

日
（
水
）

　

～

　

～
2424
日
（
土
）

日
（
土
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
８
時

※
時
間
は
い
ず
れ
も
８
時
3030
分
か
分
か

らら
2020
時
ま
で
で
す
。

時
ま
で
で
す
。

■■��
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票　　

　

入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
施
設

　

入
院
・
入
所
中
の
人
は
、
施
設

管
理
者
を
経
由
し
て
町
選
挙
管
理

管
理
者
を
経
由
し
て
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
す
る

委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
す
る

こ
と
で
、
病
院
な
ど
の
施
設
内
で

こ
と
で
、
病
院
な
ど
の
施
設
内
で

不
在
者
投
票
が
可
能
で
す
。

不
在
者
投
票
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
出
張
や
旅
行
で
投
票
所

　

ま
た
、
出
張
や
旅
行
で
投
票
所

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
つ

に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
つ

い
て
も
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

い
て
も
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
し
、
送
ら

投
票
用
紙
な
ど
を
請
求
し
、
送
ら

れ
て
き
た
書
類
一
式
を
滞
在
先
の

れ
て
き
た
書
類
一
式
を
滞
在
先
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
持
参
す
る
こ

選
挙
管
理
委
員
会
に
持
参
す
る
こ

と
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

と
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
投
票
期
間
は
、

で
き
ま
す
。
な
お
投
票
期
間
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
と
同

期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
と
同

じ
で
す
。

じ
で
す
。

■■
備
考
備
考

　

投
票
所
へ
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を

　

投
票
所
へ
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を

着
用
の
上
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す

着
用
の
上
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■■
問
い
合
わ
せ　

問
い
合
わ
せ　

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
℡
３
５

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
１
）

３
１
１
１
）

　
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月

　
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
2020
日
（
火
）
に
告
示

日
（
火
）
に
告
示

さ
れ
、

さ
れ
、
2525
日
（
日
）
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
棄
権

日
（
日
）
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

す
る
こ
と
な
く
、
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投票区 施設名
第１投票区 役場講堂
第２投票区 田後地区公民館
第３投票区 上浅津農事集会所
第４投票区 橋津地区公民館
第５投票区 宇野地区公民館
第６投票区 旧石脇海水浴場食堂
第７投票区 泊漁村センター
第８投票区 わかばこども園
第９投票区 舎人会館

第 10 投票区 まつざきこども園
第 11 投票区 東郷小学校
第 12 投票区 羽衣会館

●投票所一覧表
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【問い合わせ】
役場健康推進課

（℡ 35-5375）

ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
健
康
コ
ラ
ム

「
週
に
１
回
」

「
週
に
１
回
」

歩
数
デ
ー
タ
送
信
を

歩
数
デ
ー
タ
送
信
を

　　

活
動
量
計
で
計
測
し
た
歩
数

活
動
量
計
で
計
測
し
た
歩
数

デ
ー
タ
は
、

デ
ー
タ
は
、
3030
日
経
過
後
、
古
い

日
経
過
後
、
古
い

デ
ー
タ
か
ら
順
に
消
去
さ
れ
ま

デ
ー
タ
か
ら
順
に
消
去
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も

す
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
3030

日
に
１
回
の
デ
ー
タ
送
信
を
お
願

日
に
１
回
の
デ
ー
タ
送
信
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
毎
月
会
員
の

い
し
て
い
ま
す
が
、
毎
月
会
員
の

２
、３
割
は
送
信
し
忘
れ
る
こ
と

２
、３
割
は
送
信
し
忘
れ
る
こ
と

が
あ
る
よ
う
で
す
。
送
信
が
で
き

が
あ
る
よ
う
で
す
。
送
信
が
で
き

て
い
な
い
と
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ

て
い
な
い
と
デ
ー
タ
が
記
録
さ
れ

な
い
ば
か
り
か
、
歩
数
ポ
イ
ン
ト

な
い
ば
か
り
か
、
歩
数
ポ
イ
ン
ト

を
失
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
消

を
失
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
消

失
防
止
の
た
め
に
も
、
送
信
す
る

失
防
止
の
た
め
に
も
、
送
信
す
る

曜
日
を
決
め
る
な
ど
し
て
、
で
き

曜
日
を
決
め
る
な
ど
し
て
、
で
き

る
だ
け
週
１
回
の
デ
ー
タ
送
信
を

る
だ
け
週
１
回
の
デ
ー
タ
送
信
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

「
月
に
１
回
」

「
月
に
１
回
」

体
組
成
の
測
定
を

体
組
成
の
測
定
を

　　

体
の
内
部
の
健
康
状
態
を
管
理

体
の
内
部
の
健
康
状
態
を
管
理

す
る
上
で
、
体

す
る
上
で
、
体

組
成
の
測
定
も

組
成
の
測
定
も

欠
か
せ
ま
せ
ん

欠
か
せ
ま
せ
ん

が
、
毎
月
半
数

が
、
毎
月
半
数

以
上
の
人
が
測

以
上
の
人
が
測

定
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

定
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
6464
歳
以
下

歳
以
下

は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
標
準
値
の
維
持
ま
た
は

は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
標
準
値
の
維
持
ま
た
は

改
善
、

改
善
、
6565
歳
以
上
は
筋
肉
率
の
維

歳
以
上
は
筋
肉
率
の
維

持
ま
た
は
向
上
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

持
ま
た
は
向
上
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
獲
得
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ

ト
が
獲
得
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ

け
月
に
１
回
、
少
な
く
と
も
３
カ

け
月
に
１
回
、
少
な
く
と
も
３
カ

月
に
１
回
は
測
定
す
る
よ
う
に
し

月
に
１
回
は
測
定
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

運
動
レ
ベ
ル
の

運
動
レ
ベ
ル
の

ア
ッ
プ
を
徐
々
に

ア
ッ
プ
を
徐
々
に

　　

自
分
の
平
均
的
な
運
動
量
が
把

自
分
の
平
均
的
な
運
動
量
が
把

握
で
き
た
人
は
、
１
日
の
推
奨
歩

握
で
き
た
人
は
、
１
日
の
推
奨
歩

数
８
千
歩
（

数
８
千
歩
（
6565
歳
以
上
は
７
千

歳
以
上
は
７
千

歩
）
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

歩
）
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
急
な
運
動
量
ア
ッ

う
。
た
だ
し
、
急
な
運
動
量
ア
ッ

プ
は
体
に
負
荷
が
か
か
る
た
め
禁

プ
は
体
に
負
荷
が
か
か
る
た
め
禁

物
で
す
。
現
在
の
運
動
時
間
に
プ

物
で
す
。
現
在
の
運
動
時
間
に
プ

ラ
ス
ラ
ス
1010
分
を
心
掛
け
、
慣
れ
て
か

分
を
心
掛
け
、
慣
れ
て
か

ら
徐
々
に
ペ
ー
ス
を
上
げ
る
よ
う

ら
徐
々
に
ペ
ー
ス
を
上
げ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
得
な
特
典
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

お
得
な
特
典
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　　

令
和
３
年
事
業
参
加
者
を
随
時

令
和
３
年
事
業
参
加
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
運
動
が
不
足

募
集
し
て
い
ま
す
。
運
動
が
不
足

し
が
ち
な
今
、
健
康
被
害
を
予
防

し
が
ち
な
今
、
健
康
被
害
を
予
防

す
る
た
め
に
も
意
識
的
に
運
動
時

す
る
た
め
に
も
意
識
的
に
運
動
時

間
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

間
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
得
で
健
康
に
も
つ
な
が
る
こ
の

お
得
で
健
康
に
も
つ
な
が
る
こ
の

事
業
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

事
業
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

ま
せ
ん
か
。

■■
事
業
概
要

事
業
概
要

▽▽��

後
回
し
に
し
が
ち
な
日
々
の
運

後
回
し
に
し
が
ち
な
日
々
の
運

動
を
楽
し
く
、
継
続
的
に
行
う

動
を
楽
し
く
、
継
続
的
に
行
う

た
め
、
簡
単
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

た
め
、
簡
単
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
中
心
に
取
り
組
み
ま
す
。

を
中
心
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽▽��

歩
数
な
ど
を
計
測
で
き
る
「
活
動

歩
数
な
ど
を
計
測
で
き
る
「
活
動

量
計
」
の
ほ
か
、
体
脂
肪
率
や

量
計
」
の
ほ
か
、
体
脂
肪
率
や

筋
肉
量
な
ど
を
測
定
で
き
る
「
体

筋
肉
量
な
ど
を
測
定
で
き
る
「
体

組
成
計
」
な
ど
を
用
い
て
、
自
主

組
成
計
」
な
ど
を
用
い
て
、
自
主

的
な
健
康
管
理
を
行
い
ま
す
。

的
な
健
康
管
理
を
行
い
ま
す
。

▽▽��

歩
数
や
体
の
健
康
状
態
（
体
組
成

歩
数
や
体
の
健
康
状
態
（
体
組
成

数
値
）
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯

数
値
）
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
り
ま
す
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト

ま
り
ま
す
。
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト

は
景
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

は
景
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

▽▽��

参
加
者
だ
け
が
閲
覧
で
き
る
専

参
加
者
だ
け
が
閲
覧
で
き
る
専

用
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
カ
ル
テ
」

用
サ
イ
ト
「
か
ら
だ
カ
ル
テ
」

に
は
、
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ
を
は

に
は
、
ヘ
ル
シ
ー
レ
シ
ピ
を
は

じ
め
と
す
る
健
康
情
報
が
満
載

じ
め
と
す
る
健
康
情
報
が
満
載

で
す
。

で
す
。

■■
事
業
期
間

事
業
期
間

　　

1212
月月
3131
日
（
金
）
ま
で

日
（
金
）
ま
で

■■
事
業
対
象
者

事
業
対
象
者

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て

い
る
い
る
2020
歳
以
上
の
人

歳
以
上
の
人

■■
申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
方
法

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
年
会
費
千
円
を
添
え
て

入
の
上
、
年
会
費
千
円
を
添
え
て

役
場
健
康
推
進
課
に
提
出
し
て
く

役
場
健
康
推
進
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

　４月の平均歩数が国の推奨歩数に達した全員に「タニタ食堂のお茶　４月の平均歩数が国の推奨歩数に達した全員に「タニタ食堂のお茶
碗碗
わ んわ ん

」（右画像）をプレゼントします。運動継続の一環として、家族や友」（右画像）をプレゼントします。運動継続の一環として、家族や友
人と楽しみながら、歩数アップにチャレンジしましょう。人と楽しみながら、歩数アップにチャレンジしましょう。
※推奨歩数は、65 歳未満は月平均８千歩、65 歳以上は月平均７千歩です。※推奨歩数は、65 歳未満は月平均８千歩、65 歳以上は月平均７千歩です。
※平均歩数は、総歩数÷日数（千歩以上歩数を記録した日）で計算。※平均歩数は、総歩数÷日数（千歩以上歩数を記録した日）で計算。
20 日以上の歩数データがあることが条件です。20 日以上の歩数データがあることが条件です。

４月１日～ 30日４月１日～ 30日
推奨歩数達成キャンペーンを開催！推奨歩数達成キャンペーンを開催！

※お茶碗の内側に線が２本引いてあり、
下 の 線 で 100g（160kcal）、 上 の 線 で
150g（240kcal）とご飯の量とカロリー
が簡単に分かる便利なお茶碗です。
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認
知
症
高
齢
者
の
行
方
不
明
を
予
防
す
る
た
め
に

認
知
症
高
齢
者
見
守
り

　
　
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
！

　
▽
認
知
症
な
ど
に
よ
り
目
が
離
せ

　
▽
認
知
症
な
ど
に
よ
り
目
が
離
せ

な
く
な
っ
た
▽
一
人
で
出
掛
け
た
と

な
く
な
っ
た
▽
一
人
で
出
掛
け
た
と

き
に
家
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
か
心
配

き
に
家
に
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
か
心
配

だ
―
な
ど
、
認
知
症
の
人
の
介
護
に

だ
―
な
ど
、
認
知
症
の
人
の
介
護
に

不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
認
知

不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮

症
の
人
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
に
向
け
て
、
認
知
症
に

ら
せ
る
地
域
に
向
け
て
、
認
知
症
に

よ
る
行
方
不
明
を
未
然
に
防
ぎ
、
早

よ
る
行
方
不
明
を
未
然
に
防
ぎ
、
早

期
発
見
す
る
た
め
の
支
援
が
あ
り
ま

期
発
見
す
る
た
め
の
支
援
が
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

認
知
症
高
齢
者
等

事
前
登
録
制
度

　

認
知
症
に
よ
り
行
方
不
明
の
恐

れ
の
あ
る
人
な
ど
の
情
報
や
写
真

を
事
前
に
登
録
し
、
役
場
長
寿
福

祉
課
と
総
務
課
、
倉
吉
警
察
署
で

適
正
に
管
理
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
万
が
一
行
方
不
明
と
な
っ
た

場
合
に
円
滑
な
捜
索
活
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
上
図
が
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
。

■�

申
請
方
法　

　

本
人
写
真
（
上
半
身
と
全
身
）

を
持
参
の
上
、
役
場
長
寿
福
祉
課

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

認
知
症
高
齢
者
等

個
人
賠
償
責
任
保
険
事
業

　

認
知
症
高
齢
者
等
事
前
登
録
制

度
に
登
録
し
て
い
る
人
で
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、

町
内
に
お
い
て
在
宅
で
生
活
し
て

い
る
40
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
町

が
個
人
賠
償
責
任
保
険
契
約
を
行

い
、
万
が
一
認
知
症
高
齢
者
な
ど

が
交
通
事
故
な
ど
で
法
律
上
の
賠

償
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
補
償
を

行
う
も
の
で
す
。

※
令
和
３
年
度
か
ら
の
新
規
事
業

に
な
り
ま
す
。

認
知
症
高
齢
者
等
位
置
情
報

機
器
利
用
助
成
事
業

　

認
知
症
な
ど
に
よ
り
、
行
方
不

明
と
な
る
恐
れ
の
あ
る
人
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
親
族
の
人
に
対

し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
た

位
置
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
場
合
に
、
初
期
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

※
下
図
が
イ
メ
ー
ジ
図
で
す
。

倉吉警察署

高
齢
者
・
家
族

役
場
長
寿
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

役場総務課

事前登録 連 携
情 報 共 有

【イメージ図】

【イメージ図】

役
場
長
寿
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

家族

高齢者
GPS端末

位
置
情
報

検
索②申し込み

③サービス
　　提供

①サービス
　　紹介

④申請

⑤助成金

高
齢
者
向
け
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

■�

助
成
内
容　

　

契
約
金
や
端
末
代
金
な
ど
の
初

期
費
用
（
上
限
５
千
円
）

■�

申
請
方
法　

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
申
し
込
み

（
契
約
）
後
、
領
収
書
や
初
期
費

用
の
金
額
が
分
か
る
資
料
の
写
し

を
持
参
の
上
、
役
場
長
寿
福
祉
課

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

令和３年度から！令和３年度から！
高齢者タクシーチケット助成事業高齢者タクシーチケット助成事業の対象者を拡大の対象者を拡大

　これまで運転免許証を返納した高齢者を対象に、
返納後１年間限定でタクシーチケットを助成して
きましたが、令和３年度から対象者を拡大し、運
転免許証を持っていない人にタクシーチケットを
交付します。
■�対象者　町内に住所があり、在宅で生活をしてい
る人で、運転免許証を持っていない 70 歳以上の人

■�助成内容　申請月から当該年度末まで１カ月当た
り【500 円×２枚】を交付
■�申請手続き　申請書に必要な書類（運転経歴証明
書など）を添付して、役場長寿福祉課または東郷・
泊各支所に提出してください。申請書は各提出先
に備え付けています。なおタクシーチケットは、
１年間分をまとめて窓口で交付します。

【申し込み・問い合わせ】
役場長寿福祉課（地域包括
支援センター）（℡ 35-5379）
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認
定
農
業
者
制
度
に
よ
る
支
援

意
欲
の
あ
る
農
業
者
を
後
押
し
し
ま
す
！

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は

　

認
定
農
業
者
制
度
は
、
意
欲
の

あ
る
農
業
者
が
自
ら
の
経
営
を
計

画
的
に
改
善
す
る
た
め
に
作
成
し

た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
市

町
村
が
認
定
し
、
そ
の
計
画
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
町
や
県
が

支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

計
画
作
成
に
は
、
倉
吉
農
業
改

良
普
及
所
や
役
場
産
業
振
興
課
な

ど
が
助
言
を
行
い
、
最
適
な
経
営

改
善
や
栽
培
技
術
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
ま
す
。

■�

経
営
改
善
計
画

　

計
画
に
は
、
５
年
後
の
達
成
を

目
指
し
て
①
農
業
経
営
の
規
模
拡

大
②
生
産
方
式
の
合
理
化
③
経
営

管
理
の
合
理
化
④
農
業
従
事
の
態

様
の
改
善
―
と
い
っ
た
目
標
と
そ
れ

を
達
成
す
る
方
法
を
記
載
し
ま
す
。

■
認
定
の
た
め
の
要
件　

①�
町
の
定
め
る
「
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
に
関
す
る
基
本
構

想
」
に
照
ら
し
て
適
切
で
あ
る

こ
と

②
計
画
が
達
成
可
能
で
あ
る
こ
と

③�

農
用
地
の
効
率
・
総
合
的
な
利

用
を
図
る
た
め
に
適
切
で
あ
る

こ
と

■�

認
定
期
間　

　

経
営
改
善
計
画
の
認
定
期
間
は

５
年
間
で
す
。
期
間
が
満
了
し
た

と
き
は
、
次
の
５
年
間
を
見
通
し

た
新
た
な
計
画
を
策
定
し
、
再
度

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

　

町
で
は
、
担
い
手
農
家
や
担
い

手
候
補
者
に
な
り
得
る
中
規
模
農

家
な
ど
を
支
援
し
て
お
り
、
次
の

人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①�

認
定
農
業
者
…
意
欲
と
能
力
の

あ
る
農
業
者
で
、
５
年
後
の
経

営
目
標
の
達
成
に
向
け
た
計
画

書
を
作
成
し
、
法
律
に
基
づ
い

て
町
の
認
定
を
受
け
た
人
（
目

標
農
業
所
得
＝
約
３
８
０
万

円
）

②�

認
定
新
規
就
農
者
…
新
た
に
農

業
を
始
め
よ
う
と
す
る
18
歳
以

上
45
歳
未
満
の
人
や
、
特
定
の

知
識
・
技
術
を
持
つ
65
歳
未
満

の
人
で
、
営
農
開
始
か
ら
５
年

後
の
経
営
目
標
の
達
成
に
向
け

た
計
画
書
を
作
成
し
、
法
律
に

基
づ
い
て
町
の
認
定
を
受
け

た
人
（
目
標
農
業
所
得
＝
約

３
０
０
万
円
）

③�

準
認
定
農
業
者
…
５
年
後
の
経

営
目
標
が
認
定
農
業
者
の
７
割

の
水
準
に
設
定
し
て
い
る
農
業

者
で
、
町
が
独
自
に
認
定
し

た
人
（
目
標
農
業
所
得
＝
約

２
７
０
万
円
）

④�

準
認
定
新
規
就
農
者
…
５
年
後

の
経
営
目
標
を
認
定
新
規
就
農

者
の
７
割
の
水
準
に
設
定
し
て

い
る
45
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人
で
、
町
が
独
自
に
認
定
し

た
人
（
目
標
農
業
所
得
＝
約

２
１
０
万
円
）

⑤�

集
落
営
農
組
織
…
規
約
が
あ

り
、
複
数
人
で
組
織
さ
れ
た
共

同
販
売
経
理
を
行
っ
て
い
る
営

農
団
体

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

支援メニュー 内容 補助率（補助上限額） 対象者

就農奨励金 就農初期に要する運転資金、基盤整備
および生活費に対する支援（１回限り） 定額 30 万円 ④準認定新規就農者

新規就農者住宅家賃補助 町外から転入する対象者が賃貸住宅に住む
場合、その家賃の一部を最大２年間助成 定額２万円 / 月 ②認定新規就農者

④準認定新規就農者

中古農業機械の導入補助 中古機械の導入に要する費用
（30 万円以上）の一部を助成

３分の１以内
（①②⑤＝ 50 万円、③④＝ 30 万円）

①認定農業者
②認定新規就農者
③準認定農業者
④準認定新規就農者
⑤集落営農組織

農業機械修理補助 農業機械の修理に要する経費
（15 万円以上）の一部を助成

３分の１以内
（①～④＝ 25 万円、⑤＝ 30 万円）

●町担い手ステップアップ支援事業
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【申し込み・問い合わせ】
役場健康推進課（℡ 35-5372）

国保セットドック検診・国保セットドック検診・
長寿ドック検診長寿ドック検診の受け付け開始の受け付け開始

　令和３年度国保セットドック・長寿ドックの申
し込み受け付けを４月１日（木）から開始します。
受診期間は、いずれも６月１日（火）から令和４
年２月 28 日（月）までです。受診を希望する人は、
所定の申込書に必要事項を記入の上、役場健康推
進課または東郷・泊各支所に提出してください。
申込書は、各提出先に備え付けています。
【国保セットドック検診】
■対象者　以下の両方を満たす人
① �40 歳から 74 歳までの人で、町国民健康保険に
加入している人

②�医療機関に通院治療中でない人、
　要経過観察中でない人
※過去２年間（令和元、２年度）にこの検診を受

診した人、または他の保険で同等の検診を受診し
た人は対象外です。
■募集定員　170 人（先着順）
■検診内容　短期人間ドック、脳ＭＲＩ
■自己負担費用　▽ 70 歳未満＝１万５千円
　▽ 70 歳以上＝８千円
【長寿ドック検診】
■対象者　以下の両方を満たす人
①�令和４年３月 31 日時点で 77 歳の人
②�医療機関に通院治療中でない人、
　要経過観察中でない人
■募集定員　先着 10 人
■検診内容　短期人間ドック
■自己負担費用　５千円

世
界
禁
煙
デ
ー

　
　
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集

■
募
集
テ
ー
マ

　

▽
た
ば
こ
の
煙
の
害
▽
た
ば
こ

の
煙
の
な
い
環
境
の
推
進
▽
禁
煙

し
た
い
人
へ
の
応
援
―
な
ど
、
禁

煙
に
関
す
る
内
容

■
募
集
内
容

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も

応
募
可
能
で
す
。
応
募
作
品
は
一

人
一
点
ま
で
で
、
自
作
・
未
発
表

の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
▽
標
語
作
品
▽
氏

名
▽
匿
名
希
望
の
有
無
（
匿
名
希

望
の
人
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
▽
住

所
▽
電
話
番
号
―
を
記
載
し
、
応

募
先
に
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
な
ど
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
の
様
式
に
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
提
出
期
限

　

５
月
14
日
（
金
）
必
着

■
受
賞
作
品
審
査
お
よ
び
発
表

　

応
募
作
品
は
実
行
委
員
会
で
審

査
を
行
い
、
３
作
品
を
選
定
し
ま

す
。
受
賞
の
結
果
は
本
人
に
通
知

し
、
受
賞
作
品
お
よ
び
受
賞
者
名

（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
な
ど
は
主
催

者
（
構
成
団
体
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。
な
お
受

賞
者
に
は
、
賞
状
お
よ
び
副
賞
を

郵
送
な
ど
で
お
渡
し
し
ま
す
。

■
主
催
・
共
催

▽�

主
催
＝
県
中
部
世
界
禁
煙
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

▽
共
催
＝
県
中
部
学
校
保
健
会

■
そ
の
他

　

受
賞
作
品
の
使
用
・
著
作
権
は
、

主
催
者
に
帰
属
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
ま
た
作
品
は
、
今
後
の
禁
煙

活
動
な
ど
に
活
用
し
、
各
市
町
な

ど
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

■
応
募
先

　

県
中
部
総
合
事
務
所
福
祉
保

健
局
（
〒
６
８
２ｰ

０
８
０
２　

倉
吉
市
東
巌
城
町
２
、
℡
２
３ｰ

３
１
４
３
、
℻
２
３ｰ

４
８
０
３
）

　
５
月

　
５
月
3131
日
の
世
界
禁
煙
デ
ー
に
合
わ
せ
、
禁
煙
意

日
の
世
界
禁
煙
デ
ー
に
合
わ
せ
、
禁
煙
意

識
を
高
め
、
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
や
無
煙
環
境

識
を
高
め
、
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害
や
無
煙
環
境

を
推
進
す
る
た
め
、
中
部
地
区
に
在
住
・
在
勤
し
て

を
推
進
す
る
た
め
、
中
部
地
区
に
在
住
・
在
勤
し
て

い
る
人
を
対
象
に
禁
煙
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

い
る
人
を
対
象
に
禁
煙
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
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●国民健康保険被保険者証（サンプル）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
に

な
ど
に

　
　
　
　
枝
番
枝
番
が
追
加
さ
れ
ま
す
！

が
追
加
さ
れ
ま
す
！

ママイナンバーカードの保険証利用に関してオンライン資イナンバーカードの保険証利用に関してオンライン資
格確認が３月より開始されたことに伴い、４月以降に格確認が３月より開始されたことに伴い、４月以降に

新たに発行または再発行する保険証などに、個人を識別す新たに発行または再発行する保険証などに、個人を識別す
るための２桁の枝番を印字し交付することとなりました。るための２桁の枝番を印字し交付することとなりました。
　そのため、７月末までは枝番が印字された保険証などを　そのため、７月末までは枝番が印字された保険証などを
お持ちの人と印字されていない保険証などをお持ちの人がお持ちの人と印字されていない保険証などをお持ちの人が
混在しますが、枝番の印字されていない保険証なども引き混在しますが、枝番の印字されていない保険証なども引き
続き利用できますので、再交付などの手続きは不要です。続き利用できますので、再交付などの手続きは不要です。
　なお、８月の保険証一斉更新時に、国民健康保険加入者　なお、８月の保険証一斉更新時に、国民健康保険加入者
全員に枝番印字済の国民健康保険被保険者証を交付します。全員に枝番印字済の国民健康保険被保険者証を交付します。
■■枝番が追加される各種証枝番が追加される各種証
▽国民健康保険被保険者証▽国民健康保険被保険者証
▽限度額適用認定証▽限度額適用認定証
▽限度額適用・標準負担額減額認定証▽限度額適用・標準負担額減額認定証
▽特定疾病療養受療証▽特定疾病療養受療証
■■問い合わせ問い合わせ
　役場健康推進課（℡ 35-5372）　役場健康推進課（℡ 35-5372）

ここに枝番が追加されます！

　昨年 11 月の「ゆりはま家族の日」に合わ　昨年 11 月の「ゆりはま家族の日」に合わ
せて募集していた、家族をテーマにした俳句、せて募集していた、家族をテーマにした俳句、
川柳、標語の入賞作品が決定しました。入賞川柳、標語の入賞作品が決定しました。入賞
作品は、町ホームページに掲載しています。作品は、町ホームページに掲載しています。
たくさんのご応募ありがとうございました。たくさんのご応募ありがとうございました。

ゆりはま家族の日ゆりはま家族の日
入賞作品が決定入賞作品が決定

【問い合わせ】役場企画課（℡ 35-5311）

最優秀賞作品（敬称略）
【一般の部（俳句）】

コロナ禍や　帰郷かなわぬ　初電話／増田美津代
【一般の部（川柳）】

ステイホーム　家族の距離が　近くなる／松田信子
【中学生／小学生高学年の部（標語）】

かたり合う　今日の出来事　家族団らん／羽合小学校４年　岸本結愛
【小学生低学年の部（標語）】

遠出より　かぞくでさんぽ　楽しいな／羽合小学校２年　牧野友香
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　町では、東郷池周辺の地域資源を活用した魅
力あるまちづくりを推進するため「東郷湖・未
来創造会議」を設置しています。東郷池などの
景観の魅力向上や、天女などの素材を活用する
方法について話し合う委員を新たに募集します。
■募集人数　
　４人程度
■応募資格　
　以下の全てを満たす人
①町内在住、または町内事業所に勤務している人
②満 18 歳以上で、まちづくりに意欲のある人
③平日開催する年数回程度の会議に出席できる人

■任期（２年間）
　委嘱の日から令和５年３月 31 日まで
■応募方法　
　所定の申込書に必要事項を記入し、役場企画
課に持参いただくか、郵送または電子メールで
提出してください。
■応募期間　
　４月 15 日（木）～５月 14 日（金）必着
■申し込み・問い合わせ
　役場企画課（〒 682-0723　久留 19 番地１、
℡ 35-5311、℻35-3697、 メ ー ル ア ド レ ス：
ykikaku@yurihama.jp）

　
固
定
資
産
税
の
評
価
お
よ
び
課
税
を
適
正
に
行
う
た
め
、
納
税
者
ま
た
は
納
税

　
固
定
資
産
税
の
評
価
お
よ
び
課
税
を
適
正
に
行
う
た
め
、
納
税
者
ま
た
は
納
税

義
務
者
が
固
定
資
産
の
価
格
な
ど
を
確
認
で
き
る
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
設
け
て
い

義
務
者
が
固
定
資
産
の
価
格
な
ど
を
確
認
で
き
る
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
縦
覧・閲
覧
で
き
る
場
所
は
、
役
場
町
民
課
お
よ
び
東
郷・泊
各
支
所
で
す
。

ま
す
。
縦
覧・閲
覧
で
き
る
場
所
は
、
役
場
町
民
課
お
よ
び
東
郷・泊
各
支
所
で
す
。

【問い合わせ】
役場町民課（℡ 35-3117）

評
価
額
や
資
産
内
容
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

縦
覧
制
度

　

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
、
縦

覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
人

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較

で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
土
地
の
み
の
納
税
者
は

土
地
の
み
、
家
屋
の
み
の
納
税
者

は
家
屋
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

■�

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）
か
ら

　

６
月
30
日
（
水
）
ま
で

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■�

必
要
な
も
の

▽�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▽�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

■
手
数
料　
無
料

閲
覧
制
度

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
自
己
の
資
産
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。
借
地
人
や
借
家

人
も
、
借
用
物
件
の
課
税
台
帳
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
に
納
税
通
知
書
と

一
緒
に
お
届
け
す
る
「
課
税
明
細

書
」で
も
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

■�

閲
覧
期
間

　

年
間
を
通
し
て
可
能
で
す
。

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■�

必
要
な
も
の

▽�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▽�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

▽�

借
地
人
・
借
家
人
＝
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
と
、
借
地
人
・
借
家

人
の
身
分
証
明
書

■�

手
数
料　

　

１
件
当
た
り
３
０
０
円
で
す

が
、
上
記
縦
覧
期
間
中
は
無
料
で

す
。
課
税
台
帳
の
写
し
は
、
１
枚

10
円
で
す
。　相続、贈与などで土地や建物の所有者

を変更した場合は、令和３年度課税分か
ら所有者が変更になります。
　引き続き口座振替での納税をご希望の
際は、新たな所有者名で口座振替の手続き
が必要になりますので、ご注意ください。

令和２年中に
所有権移転をした人へ

「東郷湖・未来創造会議」の委員募集
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町
事
業
者
応
援
給
付
金
の
給
付

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で

売
り
上
げ
が
減
少
し
た
町
内
の
事
業
者
を
支
援
！

声町民の

あなたの声をお寄せください !
　役場および東郷・泊各支所、ハワイアロハホー
ル、図書館、中央公民館および各分館に「町民
の声」募集箱を設置しています。町政へのご意
見・ご要望をお寄せください。寄せられたご意
見などへの対応は、町ホームページでご覧いた
だけます。
■問い合わせ　役場総務課（℡ 35-3111）

【意見】
　昼休憩に役場職員がラジオ体操を行っている
のは異様な光景です。窓口で声を掛けづらく、
通路も通りにくいです。改善を求めます。
【回答】

　町では、心身共にバランスを整え、仕事効率
アップや腰痛予防対策につなげるため、昼休憩
を活用し役場内でラジオ体操の音源を流してい
ます。職員が体操をしていても、気兼ねなくお
声掛けください。また町民の皆さんをお待たせ
することのないよう、体操を中断し自ら声掛け
をするよう職員に周知しました。
　職員がラジオ体操をしているのを見て不快な

思いをされている皆さんには、疾病予防や事故
予防対策といった職員への安全配慮義務である
ことを踏まえ、ご理解いただきますようよろし
くお願いします。

■
対
象
事
業
者

　

町
内
に
本
店
な
ど
の
主
た
る
事

業
所
が
あ
る
中
小
企
業
や
個
人
事

業
主
で
、
令
和
２
年
の
年
間
の
売

り
上
げ
が
前
年
比
で
20
％
以
上
減

少
し
た
事
業
者
。
た
だ
し
、
令

和
元
年
の
年
間
の
売
り
上
げ
が

１
２
５
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

■
申
請
方
法

　

申
請
書
に
次
の
書
類
を
添
え

て
、
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
役

場
産
業
振
興
課
、
東
郷
・
泊
各
支

所
お
よ
び
町
商
工
会
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

【
法
人
】

　

▽
令
和
２
年
お
よ
び
令
和
元
年

の
年
間
の
売
り
上
げ
が
確
認
で
き

る
確
定
申
告
書
、
法
人
事
業
概
況

説
明
書
の
写
し
▽
通
帳
の
写
し
▽

第
三
者
が
発
行
し
た
雇
用
保
険
被

保
険
者
数
が
確
認
で
き
る
台
帳
の

写
し
―
な
ど

【
個
人
】

　

▽
令
和
２
年
お
よ
び
令
和
元
年

の
年
間
の
売
り
上
げ
が
確
認
で
き

る
確
定
申
告
書
第
１
表
の
写
し
▽

通
帳
の
写
し
▽
第
三
者
が
発
行
し

た
雇
用
保
険
被
保
険
者
数
が
確
認

で
き
る
台
帳
の
写
し
―
な
ど

※
確
定
申
告
書
は
税
務
署
の
収
受

日
付
印
ま
た
は
ｅｰ

Ｔ
ａ
ｘ
の
完

了
報
告
な
ど
、
税
務
署
が
受
け
付

け
た
こ
と
が
分
か
る
も
の
が
必
要

で
す
。

■
給
付
額

　

次
の
二
つ
の
合
計
額
を
給
付
し

ま
す
。

①�

令
和
元
年
の
年
間
の
売
り
上
げ

に
よ
る
額
（
下
表
の
と
お
り
）

②�

雇
用
保
険
被
保
険
者
数
に
よ
る

額
（
１
万
５
千
円
×
町
内
の
事

業
所
で
勤
務
す
る
雇
用
保
険
被

保
険
者
数
）

※
町
内
の
事
業
所
で
勤
務
す
る
雇

用
保
険
被
保
険
者
が
５
人
以
上
の

場
合
に
限
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

役
場
産
業
振
興
課
（
〒
６
８
２

ｰ

０
７
２
３　

久
留
19
番
地
１
、

℡
３
５ｰ

５
３
８
３
）

令和元年の年間の売り上げ 給付金額
125 万円以上 500 万円未満 10 万円

500 万円以上 1,500 万円未満 20 万円
1,500 万円以上 4,000 万円未満 30 万円

4,000 万円以上１億円未満 40 万円
１億円以上３億円未満 50 万円
３億円以上５億円未満 80 万円

５億円以上 100 万円
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湯
梨
浜
文
芸

湯
梨
浜
文
芸

公公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

今
月
の
一
句
・
一
首

今
月
の
一
句
・
一
首

信信

館館
民民

通通

ロ
ビ
ー
展

【中央公民館】
●爽雲会　水墨画展
　４月１日木～４月 30日金
【中央公民館泊分館】
●写友会うしお　写真展
　４月５日月～４月 30日金

川
柳
同
好
会
み
ら
い　

み
や
び
句
会

歳
時
記
に
す
ま
ぬ
温
暖
化
の
速
さ　
　
　
　
　

�　
　

鈴
木　

公
弘

し
っ
か
り
せ
い
と
気
弱
な
己
コ
ー
チ
す
る　
　
　
　

�

川
口　

亜
矢

お
節
介
過
ぎ
て
迷
惑
顔
さ
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　

�

谷
本　

真
樹

メ
モ
を
見
て
衝
動
買
い
に
歯
止
め
か
け　
　
　
　
　

�

鳥
飼
寿
々
子

退
院
へ
二
度
と
来
ぬ
ぞ
と
誓
い
た
て　
　
　
　

�　
　

堀　

か
ず
こ

向
こ
う
側
も
リ
ハ
ビ
リ
散
歩
笑
み
か
わ
す　
　

�　
　

間
谷　

弘
美

和
式
ト
イ
レ
に
腰
痛
の
愚
痴
こ
ぼ
す　
　
　
　

�　
　

山
崎
恵
美
代

密
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
コ
ン
パ
ス
を
立
て
る　
　
　
　

�

山
松
み
ち
子

お
正
月
誰
も
来
ぬ
の
に
買
う
お
酒　
　
　
　

�　
　
　

横
山
智
恵
子

か
し
わ
手
よ
響
け
願
い
を
聞
き
た
も
れ　
　
　
　
　

�

和
田　

三
郎

あ
じ
さ
い
句
会

対
岸
の
景
色
け
む
ら
せ
薄う

す
か
す
み霞　
　
　
　
　
　
　

�　
　

絹
川
喜
久
子

語
る
ご
と
水
音
高
く
春
の
川　
　
　
　
　
　
　

�　
　

遠
藤
志
ま
江

暖
か
や
音
も
光
も
や
わ
ら
い
で　
　
　
　
　
　
　
　

�

賀
須
井　

貴

白
梅
の
日
差
し
集
め
て
狭さ

に
わ庭
か
な　
　
　
　
　
　
　

�

野
﨑　

敏
子

春
雨
に
静し

じ
ま寂
膨
ら
む
峡か

い

の
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

宮
脇　

典
子

も
の
の
芽
の
小
さ
き
命
穿う

が

つ
雨　
　
　
　
　
　
　
　

�

北
原　

順
美

日�時日�時　　４月 29 日（木・祝）９時～ 12 時４月 29 日（木・祝）９時～ 12 時
場所場所　中央公民館羽合分館　中央公民館羽合分館
講�師講�師　上本悠奈さん（Sweets EN 代表）　上本悠奈さん（Sweets EN 代表）
内�容内�容　プルコギ、バナナとナッツのマ　プルコギ、バナナとナッツのマ

フィン、キッシュ、スープ、サラダフィン、キッシュ、スープ、サラダ
参加費参加費　800 円（材料代）　800 円（材料代）
定員定員　先着 12 人　先着 12 人
持�ち物持�ち物　　エプロン、三角巾、エプロン、三角巾、
　手拭きタオル　手拭きタオル
申込期限　申込期限　４月 22 日（木）４月 22 日（木）
申�し込み・問い合わせ　申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館羽合分館　中央公民館羽合分館

日�時　４月 22 日（木）　９時～ 12 時
場所場所　　中央公民館中央公民館
講�師講�師　音田真知子さん　音田真知子さん
参加費　300 円（布がない人は 500 円）
定員　先着 10 人
持�ち物持�ち物　　裁縫道具、布（表布＝ 90cm裁縫道具、布（表布＝ 90cm

× 40cm、裏布＝ 90cm × 30cm）× 40cm、裏布＝ 90cm × 30cm）
申込期限　４月 21 日（水）
申�し込み・問い合わせ　中央公民館

日�時日�時　　４月 15 日（木）10 時～ 11 時４月 15 日（木）10 時～ 11 時
場所場所　　青少年の家青少年の家
講�師講�師　藤田昭子さん（㈲谷本種苗園芸）　藤田昭子さん（㈲谷本種苗園芸）
参加費参加費　1500 円　1500 円
定員定員　先着 15 人　先着 15 人
持�ち物持�ち物　　直径 30cm 位の鉢、移植ごて、直径 30cm 位の鉢、移植ごて、
　使い捨て手袋　使い捨て手袋
申込期限　申込期限　４月８日（木）４月８日（木）
申�し込み・問い合わせ　申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館泊分館　中央公民館泊分館

おもしろい仕掛けの布こもの作りおもしろい仕掛けの布こもの作り
～マチがなくても広がる！ポーチ兼ポシェット～～マチがなくても広がる！ポーチ兼ポシェット～

テイクアウトランチテイクアウトランチ

春の寄せ植え教室春の寄せ植え教室
～春～春爛爛

ら ん ま んら ん ま ん

漫漫！　玄関をステキな花で彩ろう～！　玄関をステキな花で彩ろう～

～簡単カフェランチを作ろう！～～簡単カフェランチを作ろう！～

2828広報広報ゆりはまゆりはま



町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／５日、12 日、19 日、23 日、

26 日、30 日

図書館
だより

う
ま
い
梨
づ
く
り
共
進
会
表
彰

栽
培
技
術
お
よ
び
経
営
改
善
意
欲
を
高
揚

おはなし会
1�おはなしグループ「グーチョ

キパー」の皆さんによる絵本
の読み聞かせ
■日時　４月 17 日（土）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　羽合図書室
2�図書館ボランティアによる絵

本の読み聞かせ
■日時　４月 25 日（日）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　しおさいプラザとまり
3�職員による絵本の読み聞かせ
■日時　４月 29 日（木・祝）
　10 時 30 分～ 11 時
■場所　町立図書館

　
「
小
谷
哲
夫　

写
真
展
」
が
３
月

２
日
か
ら
30
日
ま
で
の
間
、
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
展
は
、
小
谷
哲
夫
さ
ん
（
旭
）

が
今
ま
で
に
撮
影
し
た
虹
や
、
一
風

変
わ
っ
た
気
象
現
象
な
ど
の
写
真
を

展
示
す
る
企
画
。
ロ
ビ
ー
に
は
、
四

ツ
手
網
に
架
か
る
虹
の
写
真
な
ど
が

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
谷
さ
ん
は
「
記
録
に
残
る
こ
と

が
写
真
の
面
白
さ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
小
谷
哲
夫　
写
真
展
」
が
開
催

心
に
虹
を
、
心
に
癒
や
し
を
― 　

令
和
２
年
産
の
湯
梨
浜
町
う
ま
い
梨

づ
く
り
共
進
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
東
郷

二
十
世
紀
梨
の
出
荷
量
・
糖
度
・
秀
率
・

果
重
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
９
人
の

生
産
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
特
別
表
彰
＝
河
原
春
男
（
別
所
）

▼�

優
秀
賞
＝
横
川
芳
博
（
上
浅
津
）、

東
地
隆
行
（
北
栄
町
）

▼�

優
良
賞
＝
長
谷
川
昌
宏
（
野
花
）、

　

河
田
洋
一（
別
所
）、岸
田
泰
成（
北

　

栄
町
）、
松
嶋
孝
次
（
別
所
）、

　

前
田
秀
穂（
門
田
）、音
田
和
彦（
長

　

江
）

■４月の特集コーナー
【町立図書館】
文�房具・雑貨特集　新生活に役立ちそうな文房具や雑貨に関する

本を集めました。
外国文学特集　さまざまな分野の外国文学を取りそろえました。
「�子どもの読書の日」特集　４月 23 日の「子どもの読書の日」に

合わせて、名作から新作まで絵本や児童書を紹介します。
【羽合図書室】
「�ショートショート」特集　春は何かと忙しい時季。合間に読める

短いお話しの本や読みやすい本を集めました。
【しおさいプラザとまり】
花と野菜特集　ガーデニングや野菜作りなどの本を集めました。

■図書館職員が選ぶ、今月の一冊！
『あなたのまわりの怒っている人図鑑』／安藤俊介

　日常生活で「怒る」ことは誰しもあります。
本書では、日本で一番「怒り」に詳しい専門家
が「怒り」に巻き込まれない、巻き込ませない
ためのテクニックを伝授！　怒りの要因を理解
し、コントロールするきっかけとなる１冊です。

表彰された皆さんと宮脇正道町長表彰された皆さんと宮脇正道町長

■特設コーナー
「ご存じですか？　自閉症・発達障がい」

　毎年４月２日は国連が定めた「世界自閉症啓発デー」で
す。また日本では、４月２日から８日までの１週間を「発
達障がい啓発週間」とし、皆さんに自閉症や発達障がいを
理解していただく機会としています。町立図書館では、障
がいへの理解を深めていただくため、４月 18 日（日）ま
で啓発展示コーナーを設置しています。ぜひご覧ください。

快くインタビューに応じてくださった小谷さん快くインタビューに応じてくださった小谷さん
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に
く
い
と
い
う
特
性
も
あ
り
ま
す
。

　

今
日
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
、
こ
う
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
的
書
き

込
み
の
増
加
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
の
「（
公
財
）
反
差
別
・
人

権
研
究
所
み
え
」
が
行
っ
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
結
果
で
は
、
昨
年
三
重
県
内

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
投
稿
件

数
が
、
一
昨
年
と
比
較
し
て
約
３
倍
に

増
加
し
て
い
る
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
は「
コ
ロ
ナ
禍
」に
お
い
て
、

人
々
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
、
コ
ロ
ナ

患
者
や
外
国
人
な
ど
へ
の
誹
謗
中
傷
と

い
う
か
た
ち
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
の

現
れ
で
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
時
間
や
場
所
に
制
約
が

な
い
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特

性
を
利
用
し
た
人
権
啓
発
や
相
談
な
ど

の
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み
が
さ
れ
て

お
り
、
反
差
別
運
動
の
連
帯
構
築
に
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
特
性
を
理
解
し
、
正
し
く
活

用
し
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
差

別
は
、
差
別
意
識
や
行
為
を
す
さ
ま
じ

い
速
さ
で
拡
散
・
増
幅
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
性
が
、
差
別

や
誹ひ

ぼ
う謗
中
傷
に
利
用
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
時

間
や
場
所
に
制
約
が
な
い
」
と
い
う
特

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

差
別
の
書
き
込
み
行
為
な
ど
が
、
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
そ
れ
は
「
記
録
」
と
し
て
残
り
、

さ
ら
に
「
蓄
積
」
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

誰
が
書
き
込
ん
だ
情
報
な
の
か
分
か
り

　
ネ
ッ
ト
社
会
の
人
権

町教育委員会生涯学習・人権推進課（℡35-5369）

～気づいてる？　相手の気持ち　自分の言葉～～気づいてる？　相手の気持ち　自分の言葉～

人権教育シリーズvol.106

共に

生きる―

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　

相
撲
の
起
源
は
、
日
本
書
紀
よ
り
記

さ
れ
て
お
り
、
相
撲
の
始
祖
と
さ
れ
て

い
る
野の

み

す

く

ね

見
宿
禰
の
霊
が
、
鳥
取
市
徳
尾

の
神
社
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
相
撲
は
盛
ん
に

な
り
、相
撲
を
職
業
と
す
る
人
も
増
え
、

現
在
の
「
大
相
撲
」
に
つ
な
が
る
歓か

ん
じ
ん進

相
撲
が
全
国
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
町
内
で

有
名
だ
っ
た
力
士
は
泊
出
身
の
四
代
目

桟か
け
は

シ
初は

つ
ご
ろ
う

五
郎
で
す
。
北
栄
町
曲
出
身
の

四
代
目
佐さ

ど渡
ヶ
嶽た

け

澤さ
わ

右う

え

も

ん

衛
門
の
門
弟
と

な
り
、
天
保
７
年
に
鳥
取
藩
の
お
抱
え

力
士
と
な
り
、
天
保
９
年
の
番
付
は
西

三
段
目
八
枚
目
で
し
た
。

　

先
に
述
べ
た
師
匠
の
佐
渡
ヶ
嶽
澤
右

衛
門
は
、
文
政
２
年
の
藩
の
「
家
老
日

記
」
に
よ
れ
ば
、
鳥
取
吉
成
で
相
撲
興

行
を
開
催
す
る
願
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。こ
の
佐
渡
ヶ
嶽
澤
右
衛
門
の
墓
は
、

鳥
取
市
上
町
の
観
音
院
に
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
力

士
の
墓
は
県
内
に
数
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

東
郷
地
域
に
お
い
て
も
、
現
在
11
基

の
力
士
塚
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
内

訳
は
羽
衣
石
３
、
引
地
１
、
長
和
田
１
、

松
崎
３
、
藤
津
２
、
方
地
１
で
す
。

　
旧
道
沿
い
の
村
の
入
口
に
建
て
ら
れ
た

も
の
が
多
く
、
中
に
は
地
域
の
親
方
と
し

て
活
躍
し
た
証
に
「
頭と

う
ど
り取
」
の
文
字
が
最

上
に
刻
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ

て
「
関
取
」
＝
「
咳せ

き

取
り
」
に
な
ぞ
ら

れ
て
、
力
士
塚
を
拝
む
こ
と
で
、
風
邪

な
ど
の
病
の
快か

い
ふ
く復
を
願
っ
た
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
い
ま
一
度
昔
の
人
々
の
思

い
を
感
じ
な
が
ら
、
力
士
塚
を
見
つ
め

直
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
文
化
財
保
護
指
導
員

　
　
　
　
　
　

川
田　

信
行
（
漆
原
）

コ
ロ
ナ
禍
に
み
る
郷
土
の
力
士
塚

羽衣石にある
高渡喜太夫の力士塚
天保９年正月 18 日
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進め！ ～地域おこし協力隊通信～
vol.61協力隊

　

こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
青
木
で

す
。
私
は
情
報
発

信
と
イ
ベ
ン
ト

企
画
が
主
な
仕

事
で
す
が
、
令

和
２
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

松
崎
駅
前
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
ど

れ
み
で
、
ヨ
ガ
教
室
や
親
子
で
参

加
で
き
る
し
お
り
作
り
な
ど
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
り
ん
館
で

の
ゆ
る
り
ん
市
も
企
画
し
、
県
内

で
活
動
し
て
い
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

な
ど
を
招
致
し
ま
し
た
。
今
後
も

試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
イ
ベ

ン
ト
企
画
に
ま
い
進
し
ま
す
。

　
情
報
発
信
で
は
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ「
ゆ
り
は
ま
フ
ェ
ロ
ー
ズ
」

に
お
い
て
、
町
内
の
飲
食
店
や
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
、
移
住
定
住
者
向

け
の
支
援
情
報
な
ど
幅
広
く
発
信

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の
協
力

隊
全
員
の
投
稿
数
は
、
２
月
末
で

１
９
９
回
に
上
り
ま
す
。
今
後
も

有
益
な
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
左
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
て

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ

「
い
い
ね
！
」
を
お

願
い
し
ま
す
。

■競技　グラウンド・ゴルフ
■期日　令和４年５月 27日（金）、28日（土）
■会場　潮風の丘とまり

ワールドマスターズワールドマスターズ
ゲームズ 2021 関西ゲームズ 2021 関西

　2022（令和４）年に本町を含む関西一円での開催が延期
されていました「ワールドマスターズゲームズ 2021 関西」
について、延期後の大会日程が以下のとおり決定しました。
■大会名　ワールドマスターズゲームズ 2021 関西
※大会名に変更はありません。
■大会期間　2022（令和４）年５月 13 日（金）～ 29 日（日）
【グラウンド・ゴルフ競技】
■期日　2022（令和４）年５月 27 日（金）、28 日（土）
■場所　潮風の丘とまり
　
　大会参加エントリーの受け付けは、既申込者の確認を
行った後、2021（令和３）年５月 13 日（木）からの再開
を予定しています。
　競技別実施要項はこちら（https://www.wmg2021.jp/
games/list）からご確認ください。またボランティの受け
付けは現在も引き続き実施しています。ボランティアを希
望される人は、以下からお申し込みください。
▽ 県内でのボランティア＝ https://wmg12.webcas.net/

form/pub/wmg2021tottori_volunteer/wmg01
▽ 大会全体のボランティア＝
　https://wmg2021.jp/games/volunteer.htm

さぁ、��さぁ、��
いい歳して、��いい歳して、��
いい顔しよう。��いい顔しよう。��
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　「日本海新聞ふるさと大賞 2020」の表彰式が
２月 21 日、役場で行われました。
　地域貢献賞は、空き店舗を改装したサロンを
開催することで地域住民の居場所づくりに取り
組む「カフェ梅や」と、絵本の読み聞かせを通
じて子どもたちの想像力や郷土への愛着を養う
ことを目的に活動する「読み聞かせボランティ
アおはなし天女」が受賞しました。
　スポーツ功労賞には、長年にわたり町のソフ
トテニス指導者として小・中学生の育成に尽力
し、スポーツ発展への寄与が認められた加藤一
さんと、自転車競技において 2020 年全日本大学
競技大会 4000m チームパシュートで２位の上位
入賞を果たすなど、優秀な成績を修めた青木瑞
樹さんが選ばれました。

地域に根差した活動が評価！
日本海新聞ふるさと大賞 2020

　耕作放棄地などへの拡大や管理の担い手不足
が懸念される竹林について、町放置竹林対策協
議会が３月２日、竹林の対策や有効活用に関す
る報告書を町に提出しました。
　同協議会は、竹林対策の具体的な方策として

「竹林の拡大防止」「担い手の不足対策」「竹の
利用促進」の３点を提言。山本福寿会長は「造
林事業補助金による環境の整備や、事業者など
による加工品活用につなげることが、持続的な
対策につながります」と話されました。

　「男女共同参画フォーラム 2021 ＆湯梨浜町
ワーク・ライフ・バランスセミナー」が２月
28 日、ハワイアロハホールで開催されました。
　会では、はじめに昨年 11 月の「ゆりはま家
族の日」に合わせて募集された、家族にまつ
わる俳句や川柳などの表彰式が行われました。
　続いて、全国各地で男女共同参画の推進に
取り組む佐藤淳子さんが「災害と男女共同参
画―減災に向けてジェンダーバイアスを見直
す」をテーマに講演。男女の性差を正しく理
解することの大切さについて語られました。

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

広がる竹林にどう向き合う？
竹林対策に関する報告書を提出

減災のために日常から見直そう
男女共同参画フォーラム 2021 ほか

さらなる活躍が期待される受賞者の皆さんさらなる活躍が期待される受賞者の皆さん

報告書を手渡す山本会長（左）報告書を手渡す山本会長（左）

避難生活における性差の課題について話す佐藤さん避難生活における性差の課題について話す佐藤さん
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　はわいこども園の園児が３月３日、東郷池
でサケの稚魚の放流を行いました。
　毎年、町内のこども園や小学校などでは、自
然や生命を大切にする心を養うことを目的にサ
ケの飼育・放流の取り組みを行っています。
　冬の間水槽で大事に育ててきたサケに、園
児たちは「また帰ってきてね」と声を掛けて
いました。

　このほど町内に移り住んだ柴田修兵さん夫
妻が２月 27 日と 28 日の２日間、さくら工
芸品工房で映画上映と濱口竜介映画監督との
トークショーを行いました。
　「町内に小さな映画館をつくりたい」と語る
柴田さん。「映画に出演した経験をきっかけに
映画館運営に興味を持ち始めました。知られ
ざる名作や旧作など、多様な映画を鑑賞でき
る『ミニシアター』を自分たちの手でつくる
ことが目標です」と話されました。
　今後は上映会場を手配しながらプレイベン
ト上映会を行い、認知度を上げながら機材な
どを整備していくとのことです。

　コロナ禍におけるアート活動支援事業とし
て「MUSIC ENCOUNTER ～アーティストたち
の協演～『私の町の小さな演奏会』」が３月 6
日、ハワイアロハホールで催されました。
　本演奏会は、ヨーロッパで活躍するプロの
演奏家たちと地元の高校生によるクラシック
コンサートで、出演者らの息の合った演奏に
観客たちは魅了されていました。身

近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
５
）

街角のミニシアターを目指して
映画上映と映画監督とのトークショー

再会の願い込め、稚魚を放流

ホールに響く上質な音楽♪

サケの飼育放流プロジェクト

私の町の小さな演奏会

　自衛隊入隊者激励会が２月 26 日、役場で行
われました。
　会では、はじめに宮脇正道町長が「自衛隊
員として、国と国民を守るといった使命を持
つ仕事に従事されることに敬意を表します。
今後のご活躍を期待しています」と激励。ま
た入隊者の一人である田村巧さんが「自衛隊
の一員になれることを誇りに思い、１日も早
く貢献できるよう精いっぱい頑張ります」と
抱負を述べました。今回の入隊者・入隊先は
以下のとおりです（敬称略）。
▽石川海月（長瀬西部）＝陸上自衛隊米子駐屯地
▽田村巧（田後南部）＝陸上自衛隊米子駐屯地

町から２人が自衛隊に入隊
自衛隊入隊者激励会

関係者たちと田村さん（下段中央）関係者たちと田村さん（下段中央）

来場者を前に話す柴田さん来場者を前に話す柴田さん

大切に育ててきたサケを放流する園児たち大切に育ててきたサケを放流する園児たち

臨場感のある音色を奏でる出演者たち臨場感のある音色を奏でる出演者たち
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用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

募
集
締
め
切
り　
４
月
16
日
（
金
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
　

　

県
社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
６
８
９

ｰ

０
２
０
１　
鳥
取
市
伏
野
１
７
２
９

番
地
５
、
℡
０
８
５
７ｰ

５
９ｰ

６
３
３

２
、
℻
０
８
５
７ｰ

５
９ｰ

６
３
４
０
）

　
今
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向

け
、
県
内
で
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
（
た
い

ま
つ
）
巡
回
展
示
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
次
の
日
程
で
展
示
を
行

い
ま
す
。
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
の
実

物
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
。
桜
ゴ
ー
ル
ド
と
呼

ば
れ
る
美
し
い
輝
き
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
10
日
（
土
）
９
時
～

　
４
月
15
日
（
木
）
17
時

会
場　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

展�

示
物　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ
、
紹

介
パ
ネ
ル
、
そ
の
他
関
連
展
示
物

そ�

の
他　

写
真
撮
影
は
可
能
で
す

が
、
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

体
調
が
悪
い
場
合
は
見
学
を
ご
遠

　
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し
て
、

県
内
の
高
齢
者
同
士
の
交
流
の
輪
を

広
め
、
健
康
と
仲
間
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

第
33
回
全
国
健
康
福
祉
祭
ぎ
ふ
大
会

の
派
遣
選
手
選
考
会
と
し
て
開
催
し

ま
す
。
詳
し
い
募
集
要
項
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応�

募
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
人
（
昭
和
37
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

競�

技　

全
12
種
目
＝
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル

フ
、
弓
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

囲
碁
、
将
棋
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

開
催
日
時　
５
月
中
旬

※
種
目
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す
。

開
催
場
所　

　
県
西
部
地
区
を
中
心
に
開
催
予
定

募�

集
方
法　
所
定
の
参
加
申
し
込
み

慮
く
だ
さ
い
。

③ 

見
学
の
際
は
、
周
囲
の
人
と
距
離
を

取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　

　
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
人
権

推
進
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

　
中
部
と
っ
と
り
タ
ケ
ノ
コ
振
興
会

で
は
、
春
の
タ
ケ
ノ
コ
シ
ー
ズ
ン
に

タ
ケ
ノ
コ
の
買
い
取
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
買
い
取
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
は
水

煮
に
加
工
し
て
学
校
給
食
用
に
出
荷

し
て
お
り
、
現
在
、
県
内
の
学
校
給

食
で
使
用
す
る
タ
ケ
ノ
コ
は
全
て
鳥

取
県
産
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
産

地
消
の
推
進
の
た
め
、
掘
り
取
っ
た

タ
ケ
ノ
コ
の
出
荷
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

買
い
取
り
期
間
（
見
込
み
）

　
４
月
10
日（
土
）～
５
月
10
日（
月
）

買
い
取
り
時
間　

　
８
時
30
分
～
13
時
30
分

持�
ち
込
み
場
所　
い
な
か
食
品
（
株
）

羽
合
加
工
所
（
は
わ
い
長
瀬
１
３

５
０
番
地
、
旧
羽
合
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）

※
持
ち
込
む
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

出�

荷
規
格　
次
の
全
て
を
満
た
す
も

の
で
す
。
ま
た
土
を
落
と
し
て
計

量
し
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
持
ち

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
コ
ン
テ

ナ
は
持
ち
込
み
場
所
に
て
貸
し
出

し
ま
す
。

▽
孟モ

ウ
ソ
ウ
チ
ク

宗
竹
の
タ
ケ
ノ
コ

▽
当
日
掘
り
取
り
し
た
も
の

▽ 

15
㌢
㍍
か
ら
40
㌢
㍍
程
度
で
、
根

の
イ
ボ
が
２
段
つ
い
て
い
る
も
の

買
い
取
り
価
格　

　
１
㌕
当
た
り
１
１
０
円

※
買
い
取
り
後
、
銀
行
振
り
込
み
に

て
お
支
払
い
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
い
な
か
食
品
（
株
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
５
１
７
）、（
有
）
サ

　
ン
パ
ッ
ク
（
℡
２
８ｰ

５
４
６
１
）

　

町
で
は
、
タ
ケ
ノ
コ
生
産
の
推
進

お
よ
び
町
内
の
放
置
竹
林
解
消
に
つ

な
げ
る
た
め
、
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
生
産

の
管
理
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
タ
ケ

ノ
コ
掘
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
17
日
（
土
）
10
時
～
12
時

※
受
け
付
け
は
９
時
45
分
か
ら
で
す
。

集
合
場
所　
舎
人
広
場
駐
車
場

申�

し
込
み　
４
月
７
日
（
水
）
ま
で

に
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
の
上
、

役
場
産
業
振
興
課
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
用
紙
は
東
郷
・

泊
各
支
所
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

そ�

の
他　

雨
天
の
場
合
は
中
止
で

す
。
ま
た
作
業
の
で
き
る
服
装（
長

袖
・
長
ズ
ボ
ン
）、
長
靴
、
軍
手
、

マ
ス
ク
、
飲
み
物
な
ど
を
各
自
準

備
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
中
学
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者

ま
た
は
指
導
者
同
伴
の
上
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

お
し
ら
せ 役

場
町
民
課
窓
口
延
長
日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、
町
税
・
水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

くらしの情報
information

スマホで読める

『広報ゆりはま』

右のＱＲコードを読み
取り、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード！

募

集

タ
ケ
ノ
コ
堀
り
講
習
会

タ
ケ
ノ
コ
買
い
取
り

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ト
ー
チ

第
30
回
（
令
和
３
年
度
）
因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会

障害基礎年金などを受給している障害基礎年金などを受給している
ひとり親家庭の児童扶養手当ひとり親家庭の児童扶養手当が変更になります！が変更になります！
　障害年金を受給しているひとり親家庭は、障害
年金額が児童扶養手当額を上回る場合には児童扶
養手当を受給できませんでしたが、令和３年３月
分の手当以降は、児童扶養手当の額が障害年金の
子の加算部分の額を上回る場合、その差額を児童
扶養手当として受給できるようになりました。
　児童扶養手当を受給するためには申請が必要で

す。手当は申請の翌月分から支給開始となります
が、令和３年３月１日に支給要件を満たしている
人は、６月 30 日（水）までに申請することで３月
分の手当から受給できます。なお障害年金以外の
公的年金などを受給している人は、公的年金など
の額が児童扶養手当額より低ければ、その差額分
の児童扶養手当を受給できます。

【問い合わせ】
役場総合福祉課（℡ 35-5373）
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３
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
春

の
農
作
業
安
全
運
動
期
間
で
す
。
農

業
機
械
を
使
用
す
る
と
き
は
保
護
具

を
装
着
す
る
こ
と
、
傾
斜
地
や
勾
配

な
ど
が
あ
る
不
安
定
な
場
所
で
作
業

し
な
い
こ
と
な
ど
、
安
全
に
十
分
留

意
し
ま
し
ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

　　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

町
政
に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
意
見

町
政
に
関
す
る
情
報
提
供
お
よ
び
意
見

交
換
を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」

交
換
を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
区
や

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
区
や

団
体
は
、
ご
希
望
の
項
目
を
選
択
い
た

団
体
は
、
ご
希
望
の
項
目
を
選
択
い
た

だ
き
、
役
場
企
画
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
き
、
役
場
企
画
課
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。内
容
な
ど
の
詳
細
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
項
目
一
覧
】

生�

活
関
連　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
、
交
通
安
全
対
策
、
ご
み
の
減
量

と
分
別
（
生
ご
み
堆
肥
化
）、
環
境

保
全
、
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
固
定
資
産
税
、

上
下
水
道
の
現
状
と
課
題
、
町
道
の

現
状
と
課
題
、
消
費
者
生
活

福�

祉
関
連　
町
立
認
定
こ
ど
も
園
概

要
と
子
育
て
支
援
策
、
国
民
健
康
保

険
制
度
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、

障
が
い
者
へ
の
理
解
、
介
護
保
険
制

度
、
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
た
め

に
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

健�

康
づ
く
り
関
連　

　
健
診
の
大
切
さ
、
健
康
対
策

の
開
墾
や
土
砂
の
採
取
な
ど
を
行
う
―

な
ど
の
場
合
、
届
出
書
の
提
出
先
は
役

場
企
画
課
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
企
画
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
４
）

　
引
地
の
大
伝
寺
で
３
０
０
年
以
上

続
く
、
毎
年
旧
暦
の
３
月
14
日
と
15

日
に
行
わ
れ
る
会
式
で
す
。
中
将

姫
の
徳
を
敬
っ
て
の
練
り
供
養
に
続

き
、
流な

が
れ
か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
の
供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
本
堂
で
は
、
壮
麗
な
先
祖
追
善

供
養
、
施せ

が

き

餓
鬼
供
養
も
行
わ
れ
ま
す
。

※
今
年
は
１
日
の
み
の
開
催
で
す
。

日�

時　
４
月
25
日
（
日
）
８
時
30
分

～
19
時
（
▽
10
時
～
大
施
餓
鬼
供

養
▽
17
時
30
分
～
中
将
姫
練
供

養
、
流
灌
頂
大
供
養
）

問�

い
合
わ
せ　
九
品
山
大
伝
寺

　
（
℡
３
２ｰ

０
９
５
４
）

日�

時　
４
月
７
日（
水
）～
28
日（
水
）

13
時
15
分
～
14
時
15
分

※
金
土
日
、
休
館
日
を
除
き
ま
す
。

場�

所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍り

ゅ
う
ほ
う
か
く

鳳
閣

参�

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

備�

考　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
日
程

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
７
５
）

産�

業
関
連　
町
農
林
水
産
業
の
現
状

と
今
後
、
日
本
型
直
接
支
払
制
度
、

農
産
物
加
工
所
の
利
用
、
商
工
観

光
事
業

教�

育
関
連　

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
歴
史
文

化
を
後
世
に
、
学
力
向
上
対
策

そ�

の
他　

人
権
を
考
え
る
、
町
の
財

政
状
況
、
音
声
告
知
機
の
使
い
方
、

男
女
共
同
参
画
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
ま
ち
づ
く
り
、
個
人
情
報

保
護
制
度
と
情
報
公
開
制
度
、
地

方
創
生
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

申�
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
企

画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
１
）

　
令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
万
６
６
１
０
円
で
す
。
保
険
料

の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。
納
付
に

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

役
場
健
康
推
進
課
（
℡
３
５ｰ

５

３
７
２
）、
日
本
年
金
機
構
倉
吉
年

金
事
務
所
（
℡
２
６ｰ

５
３
１
１
）

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
「
災
害
か
ら

い
の
ち
を
守
る
日
本
赤
十
字
社
」
を

活
動
の
基
本
方
針
と
し
、
県
支
部
に

お
い
て
も
地
域
に
お
け
る
防
災
力
向

上
の
た
め
、
赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
基
礎
知
識
か

ら
災
害
へ
の
備
え
、
緊
急
時
の
避
難

な
ど
基
礎
的
な
内
容
か
ら
実
際
に
体

験
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
ま
で
幅
広

く
行
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
災
害
か

ら
人
々
の
い
の
ち
を
守
る
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る「
自
助
」と「
共

助
」
の
力
が
重
要
で
す
。
赤
十
字
防

災
セ
ミ
ナ
ー
は
自
治
会
な
ど
の
団
体

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域

防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
赤
十
字
防

災
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　

役
場
総
合
福
祉
課

（
℡
３
５ｰ

５
３
７
３
）、
日
本
赤

十
字
社
県
支
部
（
℡
０
８
５
７ｰ

２
２ｰ

４
４
６
６
）

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
対
象
に
、
悩
み
事
の
相
談
や
仲

間
づ
く
り
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　
４
月
28
日
（
水
）
10
時
～
12
時

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

問�
い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ
３
７ｰ
６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
本
町
は
、
４
月
１
日
か
ら
「
景
観
行

政
団
体
」
に
移
行
し
、
こ
れ
ま
で
県
が

行
っ
て
い
た
景
観
に
係
る
行
政
事
務
を

行
い
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
は
▽
一
定

規
模
以
上
の
建
築
物
や
工
作
物
の
新
築

な
ど
を
行
う
▽
一
定
規
模
以
上
の
開
発

行
為
を
行
う
▽
一
定
規
模
以
上
の
土
地

春
の
農
作
業
安
全
運
動
期
間

　保健所や自治体の職員を装い「高齢者を対象に PCR 検査とワクチン接
種ができる。予約金が必要だ」などと言って、金銭を要求する電話が掛
かってきたという相談が全国の消費生活センターに寄せられています。
行政機関などが、新型コロナウイルスワクチン接種に関して現金を要求
することはありません。困ったときには一人で悩まずにご相談ください。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5382）
　　　　　　中部消費生活センター（倉吉交流プラザ２階／℡ 22-3000）

新型コロナウイルスワクチン接種に便乗した詐欺行為に注意！消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

くらしの情報 information

広
告
募
集
中
！

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
企
画
課

（
℡
３
５ｰ

５
３
０
５
）

ま
ち
づ
く
り
座
談
会

赤
十
字
防
災
セ
ミ
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
の
変
更

家

族

の

つ

ど

い

景
観
行
政
団
体
へ
の
移
行

九く

品ほ
ん

山さ
ん

会

式

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

催
し
も
の
➊
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場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

【
心
配
ご
と
、
行
政
、
人
権
】

日�

時　
４
月
13
日
（
火
）
13
時
～
15
時

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

日�

時
・
場
所　
▽
４
月
20
日
（
火
）

　
＝
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す

▽
５
月
６
日
（
木
）
＝
中
央
公
民
館

※
い
ず
れ
も
13
時
か
ら
15
時
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　　
あ
な
た
の
血
圧
・
体
組
成
・
血
管

年
齢
測
定
、
物
忘
れ
相
談
（
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
）
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
生

活
習
慣
病
予
防
や
改
善
す
る
た
め
の

食
事
・
運
動
に
つ
い
て
、
気
に
な
る

こ
と
が
あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
保
健
師
・
栄
養
士
な

ど
の
専
門
職
と
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。
電
話
予
約
い
た
だ
く
と
、ス
ム
ー

ズ
な
相
談
が
可
能
で
す
。
連
絡
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日�

時　
４
月
22
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
役
場
相
談
室
２
（
別
館
１
階
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　

公
正
証
書
作
成
に
か
か
る
遺
言
、

任
意
後
見
、
離
婚
（
養
育
費
）、
↖

　
女
性
の
た
め
の
運
動
教
室
で
す
。

日�

時
・
内
容　

▽
４
月
13
日
（
火
）

＝
顔
ヨ
ガ
▽
27
日
（
火
）
＝
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
で
す
。

場�

所　

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
５
０
０
円

注�

意
事
項　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
託
児
は

行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
来
館
時
に

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
体
調
の
悪
い
人
は
参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
あ
や
め
池
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
３
２ｰ

２
２
３
１
）

　
令
和
３
年
度
か
ら
、
運
動
教
室
が

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

① 

「
つ
み
た
て
貯ち

ょ
き
ん筋
運
動
教
室
（
は

わ
い
教
室
）」
を
年
６
回
、
新
た

に
開
設
し
ま
す
。

② 

毎
月
１
回
、
つ
み
た
て
貯
筋
運
動

教
室
後
に
30
分
間
の
糖
尿
病
予
防

な
ど
の
健
康
講
座
を
し
ま
す
。
会

場
や
時
間
な
ど
が
月
ご
と
に
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
、
町
報
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
４
月
は
、

16
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。

③ 

ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
会
員

に
、
運
動
教
室
に
１
回
参
加
す
る
ご

※
４
月
27
日
（
火
）
は
中
止

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

※
龍
鳳
閣
の
会
員
は
参
加
費
３
０
０
円

と
通
常
の
会
員
使
用
料
が
必
要
で
す
。

そ�

の
他　

教
室
終
了
後
に
中
国
風
呂

へ
の
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

の
た
め
、
時
間
差
で
の
入
浴
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
後
日
入
浴
で
き

る
入
浴
券
配
布
の
対
応
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

　
（
℡
３
２ｰ

２
６
２
２
）

　　
経
済
的
に
お
困
り
で
就
労
支
援
が

必
要
な
人
、
転
職
や
副
業
、
増
収
な

ど
を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能

で
す
が
、
な
る
べ
く
事
前
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

日�

時　
５
月
６
日
（
木
）

　
13
時
30
分
～
16
時

※
当
日
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

場
所　
役
場
相
談
室
２
（
別
館
１
階
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

合
福
祉
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
９
０
）

　【
法
律
】
※
予
約
が
必
要
で
す
。

日�

時　
４
月
７
日
（
水
）
13
時
～
15
時

と
に
10
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

注�

意
事
項　
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
次
の

人
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▽
体
調
の
悪
い
人
▽
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
▽
参
加
日
か
ら
過
去
２
週

間
以
内
に
風
邪
症
状
の
あ
っ
た
人

▽
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
が
身
近
に

い
る
人

※
運
動
教
室
は
、
い
ず
れ
も
当
日
受

け
付
け
で
先
着
順
で
す
。

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
は
わ
い
教
室
】

日�
時　
４
月
16
日
（
金
）

　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー
ル

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
と

し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
、
健
康
講
座
な
ど

定
員　
15
人

参
加
費　
無
料

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
う
ご
う
教
室
】

日�

時　
毎
週
水
曜
日
14
時
～
15
時

場
所　
羽
衣
会
館

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
ま
り
教
室
】

日�

時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

※
４
月
29
日
（
木
・
祝
）
は
中
止

場
所　
泊
体
育
館

内�

容　
リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参�

加
費　
５
０
０
円

※
４
月
１
日
（
木
）
は
無
料

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

【
コ
コ
カ
ラ
運
動
教
室
】

日�

時　
毎
週
火
曜
日

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

健

康

相

談

日

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
出
張
相
談

そ
う
だ
ん

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

運

動

教

室

　４月１日付けで行政相談委員の委嘱替えが行われました。本町で
は引き続き西原定代さん（羽合）、戸羽君男さん（泊）が、また新た
に山田政則さん（東郷）が委嘱されました。任期は令和５年３月 31
日までです。
　行政相談委員は、総務大臣から市町村ごとに委嘱され、無償で
皆さんから行政サービスへの要望や暮らしの困りごとをお聞き
し、解決のための助言や関係機関への要望を行っています。毎月
開催されている行政相談所の日程は、町報などでお知らせします。

【問�い合わせ】役場町民課（℡ 35-5319）

戸羽��君男さん
（担当：泊地域）

山田��政則さん
（担当：東郷地域）

行政相談委員３人を委嘱

西原��定代さん
（担当：羽合地域）

催
し
も
の
❷

レ

デ

ィ

ス

ポ

遺
言
・
公
証
休
日
相
談
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尊
厳
死
な
ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
事

前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
４
月
11
日
（
日
）
９
時
～
14
時

場
所　
倉
吉
公
証
役
場

　
（
倉
吉
市
駄
経
寺
町
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

倉
吉
公

証
役
場
（
℡
２
２ｰ

０
４
３
７
）

　

専
門
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日�

時　
▽
火
曜
日
～
土
曜
日
＝
９
時

～
17
時
30
分
▽
月
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

※
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
は
電
話
相

談
の
み
に
な
り
ま
す
。

場�

所　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
（
倉

吉
市
駄
経
寺
町
１
８
７
番
地
１
）

問�

い
合
わ
せ　
中
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
２
２ｰ

３
０
０
０
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
８
日
木
10
時
～
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
９
日
金
９
時
30
分
～

　
　
キ
リ
ン
公
園
で
遊
ぼ
う（
現
地
集
合
）

　
14
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
対
象
：
２
カ
月
～
６
カ
月
児

　
17
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

　
　
会
場
：
文
化
会
館

　
19
日
月
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
　
対
象
：
２
カ
月
～
１
歳
６
カ
月
児

　
21 
日
水
10
時
～
プ
レ
マ
マ
広
場

　
　
対
象
：
出
産
を
控
え
た
妊
婦

　
　
会
場
：
羽
衣
会
館

　
28
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

　
　
対
象
：
２
カ
月
～
１
歳
６
カ
月
児

【
す
ま
い
る
広
場（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
）】

　
15
日
木
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
23 
日
金
９
時
30
分
～
め
ぐ
み
の
ゆ
公

　
　
園
で
遊
ぼ
う
（
現
地
集
合
）

　
27
日
火
10
時
～
誕
生
会
（
合
同
）

　【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
４
日　
厚
生
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
11
日　
信
生
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
18
日　
藤
井
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
25
日　
垣
田
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
29
日　
野
島
（
内
）・
清
水
（
外
）

【
休
日
急
患
診
療
】

内
科・小
児
科
（
中
部
休
日
急
患
診
療
所
）

　
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）

歯�

科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）

　
10
時
～
13
時
15
分
（
日
・
祝
）

人　口    　　　　人　（－  3）
おとこ    　　　　人　（＋  9）
おんな    　　　　人　（－ 12）
世帯数    　　　　戸　（＋  7）

くらしの情報

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

information

件　数　　    　　件  　（  2）
死　者　　    　　人  　（  1）
重傷者　　    　　人  　（  1）
軽傷者　　    　　人  　（  2）

16,736
8,034
8,702
6,362

１
１
０
０

人の動き ２月28日現在（前月比）

交通事故 ２月中まとめ（年間累計）

ごみの量 ２月（前年同月比）
家庭ごみ    　　　㌧  （－   13.9)195.7

【２月のごみ分別優秀集落】
小浜、石脇、筒地、泊１、泊２、泊３、泊４、泊５、泊６、松崎二、
松崎三、藤津、野方、方地、福永、高辻、別所、麻畑、羽衣石、
埴見、佐美、久留東、浜、新川、長瀬東部、赤池、上橋津

　スプレー缶・カセットボンベは中身
を使い切り、穴を開けてから「スチー
ル缶・スプレー缶の日」に出しましょう。

■搬出方法・収集日を守りましょう

オ
ー
プ
ン
デ
ー

　このほど、（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事
業として宝くじの受託事業収入を財源としている「コミュニティ
助成事業」を活用し、園区会がテレビやプロジェク
ター、音響設備などの備品を整備されました。
問い合わせ　役場企画課（℡ 35-5311）

園区会がテレビなどを整備

コミュニティ助成事業コミュニティ助成事業

調査日
　６日
１１日
１９日
２５日

 

（前年２月：120 ～ 130cm）

透明度
１１０cm
１２０cm
１１０cm

９０cm

東郷池透明度調査〔２月〕

消

費

生

活

3737 広報広報ゆりはまゆりはま



�編
集
・
発
行
／
湯
梨
浜
町
役
場
企
画
課

�　
〒
682-0723�鳥

取
県
東
伯
郡
湯
梨
浜
町
久
留
19
番
地
1

�　
℡
0858 -35 -5305　

電
子
メ
ー
ル
ykikaku@

yuriham
a.jp

vol.199

★

ゆゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りりははまま

H31.3.18 生まれ（野方）
（拓也さん・青空さん）

大岡��未
み ら い

來ちゃん
いつもみんなを笑わせてくれるみー
ちゃん　今年もいっぱい笑おうね

H30.3.16 生まれ（中興寺）
（尚吾さん・優子さん）

福井��藍
あ い き

輝ちゃん
３歳おめでとう　いつも元気でひょうき
んな藍輝　これからも皆を笑顔にしてね

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ

H31.4.23 生まれ（小鹿谷）
（雅登さん・絵美さん）

森本��柚
ゆ ず か

華ちゃん
２歳おめでとう　歌が大好きな柚華、こ
れからも元気いっぱい大きくなってね !!

H29.4.21 生まれ（宇谷）
（俊幸さん・さおりさん）

桑田��かれんちゃん
４歳おめでとう　歌って踊って、変顔も
得意なかれんちゃん　みんなの癒しです

３・４
R2.3.26 生まれ（下浅津）

（崇さん・菜未さん）

小谷��悠
はる

ちゃん
１歳おめでとう　いつもパワフルはる
くん　これからも元気に大きくなぁれ

　住所・氏名・生年月日・保護者
氏名・電話番号・35 字程度のコメ
ントを添えて、メールにて役場企
画課にお申し込みください。掲
載後には、Ａ４版の拡大写真を
プレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者
からの受領報告がない場合は、
役場企画課へご確認ください。
※Ａ４版の拡大写真は、画像が
粗くなる場合があります。

満４歳までのお子さんの
写真を募集

【５月生まれの締め切り】
　４月８日木（先着順）

キャベツ・ナーラ
食生活改善推進員の野菜たっぷりレシピ♪

野菜を毎日 350g 食べよう！

★

H31.3.2 生まれ（小鹿谷）
（卓也さん・成美さん）

藤村��羚
れ お

央ちゃん
祝２歳　たくさんの人に愛されていっぱい
食べていっぱいバスケして大きくなってね

Y
uriha

m
a

広
報
ゆ
り
は
ま

2021

４４

く
ち
ぶ
え

★

　

町
の
事
業
で
あ
る
「
ゆ
り

は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
」
の

会
員
に
な
っ
て
は
や
半
年
。

入
会
当
初
「
自
分
は
細
身
だ

し
、
大
学
ま
で
野
球
を
し
て

い
た
か
ら
大
丈
夫
だ
よ
な
」

と
思
い
つ
つ
、
あ
る
時
体
組

成
計
で
測
定
し
て
み
る
と
…

な
ん
と
「
体
脂
肪
率
＝
軽
肥

満
」「
筋
肉
量
＝
少
な
い
」「
基

礎
代
謝
レ
ベ
ル
＝
燃
え
に
く

い
」
と
悪
い
意
味
で
驚
き
の

判
定
結
果
に
。

　
「
う
そ
だ
…
」
と
思
い
何
度

も
測
定
し
て
み
ま
し
た
が
同

じ
結
果
。
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
の
だ
ら
し
な
い
生
活
を

後
悔
し
つ
つ
も
「
以
前
の
自

分
の
体
に
戻
り
た
い
」
と
一

念
発
起
し
、
今
年
か
ら
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。

　

３
カ
月
が
経
過
し
、
数
字

の
上
で
は
一
向
に
成
果
は
出

て
い
ま
せ
ん
が
、
努
力
と
結

果
が
相
関
し
や
す
い
と
さ
れ

る
運
動
で
こ
れ
な
の
で
、
生

活
習
慣
な
ど
を
変
え
る
こ
と

は
大
変
な
こ
と
だ
な
と
身
を

も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

　
「
継
続
は
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■材料（４人分）
キャベツ…360g、ソーセージ
…８本、ニンニク…２かけ、オ
リーブ油…小さじ４、Ａ【卵…
２個、牛乳…大さじ４、溶ける
チーズ…60g、コショウ…少々】
■作り方
① キャベツは千切り、ニンニクはスライス、ソーセー

ジは斜めに切る。
② A を混ぜ合わせておく。
③ フライパンに、ニンニクとオリーブ油を入れ弱火

にかける。ニンニクの香りがでてきたら、ソーセー
ジを加えて炒める。

④キャベツを加え、さっと火を通す。
⑤ 火からおろし、ぬれ布巾の上にのせる。Ａを加え

て混ぜ、予熱で好みの固さに仕上げる。
■ワンポイントメモ
　キャベツに含まれる成分には、胃腸を保護して消
化や吸収をよくする働きがあるといわれています。
ビタミン C も豊富で２、３枚の葉で１日の必要量を
取ることができます。
■問い合わせ　役場健康推進課（℡ 35-5375）
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町男女共同参画推進会議

町内の各種団体を紹介町内の各種団体を紹介

【�団体の紹介】　
　本会は、社会のあらゆる分野において男女が共同し
て参画し、互いに個性や能力を発揮できる男女共同参
画社会の実現を目指すことを目的にしています。会で
は、街頭啓発や町と協働し年１回全町民を対象とした
フォーラムを開催するなど、町がより一層男女共同参
画社会となるよう活動しています。
【団体からのコメント】　

　少人数の会ですが、皆が協力し活動をしています。
今後の活動を維持・発展させるため、会員を随時募集
しています。入会を希望する人は、ご連絡ください。
■�問い合わせ　▽代表＝川﨑（℡ 32-0653）
　▽事務局＝役場企画課（℡ 35-5311）
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